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第９回 産業経済委員会記録 

 

１ 日  時  令和２年１２月１１日（金）   午前１０時００分 開会 

２ 場  所  議会委員会室 

３ 出席委員  ６名 

委 員 長  阿 部 幸 夫   委 員  村 越 洋 一 

副 委 員 長  渡 部 道 宏   〃  堀 川 義 徳 

委 員  宮 﨑 淳 一   〃  植 木   茂 

４ 欠席委員  ０名 

５ 欠  員  ０名 

６ 職務出席者 １名 

議 長  関 根 正 明      

７ 説 明 員   ４名 

副 市 長  西 澤 澄 男   観 光 商 工 課 長  城 戸 陽 二 

農 林 課 長  吉 越 哲 也   ガス上下水道局長  米 持 和 人 

８ 事務局員   ２名 

局 長  築 田 和 志   主 査  霜 鳥 一 貴 

９ 件  名 

   議案第 81号 妙高市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例及び妙高市農業集落排水事業及び特定環境保全

公共下水道事業分担金徴収条例の一部を改正する条例議定について 

   議案第 93号 指定管理者の指定について（深山の里） 

   議案第 94号 指定管理者の指定について（大滝荘） 

   議案第 95号 指定管理者の指定について（妙高市自然資源活用型交流促進施設 苗名の湯） 

議案第 96号 指定管理者の指定について（杉野沢生産物直売施設） 

   議案第 97号 指定管理者の指定について（妙高山麓直売センター） 

   議案第 98号 指定管理者の指定について（妙高市いきいきプラザ 商店街活性化支援スペース） 

   議案第 99号 指定管理者の指定について（新井中央駐車場） 

   議案第100号 指定管理者の指定について（道の駅あらい くびき野情報館） 

   議案第102号 令和２年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第10号）のうち当委員会所管事項 

   議案第106号 令和２年度新潟県妙高市ガス事業会計補正予算（第１号） 

   議案第107号 令和２年度新潟県妙高市水道事業会計補正予算（第３号） 

   議案第108号 令和２年度新潟県妙高市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 

   議案第109号 令和２年度新潟県妙高市簡易水道事業会計補正予算（第４号） 

陳情第 ８号 自家増殖を原則禁止とする種苗法「改定」の取りやめを求める陳情 

陳情第 ９号 新型コロナ禍による米価下落対策に関する陳情 
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10 所管事務調査 

植木 茂委員 

      ① 新型コロナウイルス感染症禍に対して市が行う感染症緊急対策に関する実態について 

     宮﨑淳一委員 

      ② 新型コロナウイルス感染症についての今後の経済回復に必要な施策に関連して 

     堀川義徳委員 

③ 道の駅「四季彩館みょうこう」の運営状況について 

     村越洋一委員 

      ④ 農業振興施設の現状及び今後の運営方針について 

                                                      

〇委員長（阿部幸夫） ただいまから産業経済委員会を開会します。 

   これより議事に入ります。 

   当委員会に付託されました議案は、議案第81号の条例関係１件、議案第93号から議案第100号の指定管理者の指定

８件、議案第102号の所管事項、議案第106号から議案第109号の補正予算５件の合計14件であります。 

                                                     

  議案第８１号 妙高市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例及び妙高市農業集落排水事業及び特 

         定環境保全公共下水道事業分担金徴収条例の一部を改正する条例議定について 

〇委員長（阿部幸夫） 最初に、議案第81号 妙高市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例及び妙高市農業集落

排水事業及び特定環境保全公共下水道事業分担金徴収条例の一部を改正する条例議定についてを議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） ただいま議題となりました議案第81号について御説明申し上げます。 

   本案は、令和３年１月１日に施行される租税特別措置法等の改正に伴い、受益者負担金や分担金の延滞金等を算

出する際に用いる割合の名称が変更されることから、条例の一部を改正するものであります。 

   なお、延滞金割合等の変更はございません。 

   以上、御説明しましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第81号に対する質疑を行います。 

   村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 今ほど説明あったようにですね、名称が変更によることの整合性を取るための変更というふ

うな形だと思うんですけども、ほかの議案でも出ていて、入湯税であるとか、奨学金とか、介護保険とかいろいろ

出ているんですが、それと同様にやられるということなんだと思うんですよね。それで、名称が変更になるんです

けど、このそもそもの理由というのはなぜなんでしょうかね。事務手続上のデジタル化とか、そんなふうなことも

あろうかと思うんですけども、その辺いかがですか。 

〇委員長（阿部幸夫） ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） お答えいたします。 

   そもそものですね、この文言が替わるというその理由でございますけれども、これもともと税法上の数字をです

ね、準用といいますか、税法に倣って負担金、分担金の延滞金等の算出に用いているというものであります。今回

ですね、租税特別措置法の中でですね、この税法の中ではですね、一応数字的なものがですね、変更になったりと

かしているということで、それに合わせてですね、また今回名称を変えたというようなことになっておりまして、
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その名称変えた直接の理由というのはですね、ちょっと私も詳しくは承知はしていないんですが、税法そのもので

はですね、数字等この辺も替わっているというふうに説明を受けております。 

   以上です。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） それによってですね、効率化とか、利便性の向上とか、そんなようなことにつながっていく

のかなというふうに思うんですけども、市民への影響はないというふうに考えてよろしいですか。 

〇委員長（阿部幸夫） ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） 影響につきましては、少なくともこちらの下水道の負担金、分担金については、影

響はございません。 

〇委員長（阿部幸夫） よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて委員の質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第81号 妙高市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例及び妙高市農業集落排水事業及び特定環境保全

公共下水道事業分担金徴収条例の一部を改正する条例議定については、原案のとおり決定することに御異議ありま

せんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 異議なしと認めます。 

   よって、議案第81号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第９３号 指定管理者の指定について（深山の里） 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、議案第93号 指定管理者の指定について（深山の里）を議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） ただいま議題となりました議案第93号 指定管理者の指定について（深山の里）について御

説明申し上げます。 

   本案は、令和３年３月末をもって指定管理期間が終了となる深山の里について、現行の指定管理者である寸分道

区を引き続き指定したいものであります。寸分道区は、地域住民が一体となり、地元の山菜や農産物を使用した郷

土料理や加工品の提供により、利用者の拡大や地域農業の振興に取り組んでおります。また、これまでの施設運営

の実績も十分であり、業務に精通し適切な管理運営が見込まれることから、引き続き指定したいものであります。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第93号に対する質疑を行います。 

   堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） この団体の構成員は６名という形で出ているんですが、恐らく予想するには高齢化の方が多

いと思うんですが、どのような男女ですとか、何歳代ぐらいとか、その辺の構成員の内訳分かったら教えていただ

きたい。 
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〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） ちょっと詳細にはあれなんですけども、まず６名でこれは寸分道区の３世帯の方になります。

それでお一人の世帯については、まだ40代の御家族の方のうちになりますし、もう一方は、たしか80代ぐらいのお

ばあちゃまお一人のところです。あともう一方の家については、ちょっと詳細はつかんでおりませんが、大体その

ような状況になっております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 地域ぐるみでこの指定管理をですね、受けていただけるということなんですが、ここにです

ね、事業の計画の概要ということで、実際にですね、大分かなり本当すばらしい大自然が残っている地域というこ

とで、なかなか行ける人もですね、かなり知る人ぞ知るみたいなところもあると思うんですが、このグリーン・ツ

ーリズム推進協議会と連携した取組ということなんですが、具体的にはですね、どんな取組をしてきたのか、また

これからするというような事業計画をされているのか、その辺またお聞かせ願いたいんですが。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） グリーン・ツーリズムと連携におきましては、今グリーン・ツーリズム協議会については、

主にが都市と農村の交流とか、それから教育体験旅行の受入れをやっていますけども、そういった際のですね、協

力団体として受入れをしているということがございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 利用者数ということで、若干減ってきているとは思うんですが、その中で泊まられている方

もですね、いらっしゃるんですかね、それとも来て、本当お昼といいますか、御飯食べて帰られる方がいらっしゃ

るのか、宿泊がどの程度利用されているのかということ、分かればお伺いします。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） お示ししている数字の中で、宿泊客と日帰りのお客さんの違いについては、ちょっと今手元

にございませんが、年間通じてかなり固定的に毎年この時期にお泊まりになるお客さんがいらっしゃるということ

は聞いております。昨日、おとといもですね、実はここの管理人と一緒にいたんですけども、今週末にも今年最後

の宿泊客を受けるという話がありまして、何か毎年ほぼ同じ時期に同じようなお客様が来られるようなところだと

いうふうにお伺いしております。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 私からも１点。今ほど話があったようにですね、固定客のリピーターがそういう形で来られ

ているというふうに私も存じているんですが、これ実績を見てもですね、30年度に非常にがくっと下がって、令和

元年度も低い状態で、今年に関してもですね、非常に厳しい状況かなというふうに思っているんですけども、今年

度の今の計画というか、状況についてはどんなような状況でしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 深山の里の今年度の利用状況ですけども、今年の４月から10月までのデータが手元にござい

ますが、利用人数ではマイナスの117名、それから売上げにおいては25万3650円が対前年度比と比較すると、マイナ

スになっております。単純に申し上げますと、利用人数では４月、５月が今年のコロナの関係がありまして、閉鎖

しておりましたので、この期間だけで令和元年度は120人ぐらい入っていた部分が丸々なくなっているということが

非常に大きな要素となっております。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） その中でも非常に頑張っておられるなというふうな印象があります。固定客というか、そう
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いったリピーターにしてもですね、今後は高齢化が進んでいって、増えていくというよりはだんだん減少傾向にあ

るんじゃないかなというふうに思うんですよね。御承知のとおり大滝荘はＷi―Ｆi環境、ああいったものによって、

新たなニーズというんですかね、顧客をつかもうというふうな形で動いていると思うんですよ。それに伴って、こ

ちらの深山の里については、そういった新たな顧客層というか、そういった取組についてはどのような感じでしょ

うか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） おっしゃるとおり大滝荘については、Ｗi―Ｆiの環境ですとか、ワーケーションの一つの拠

点という形がありましたけれども、深山の里さんは年間のちょっと利用者数からいっても、なかなかそういう方面

ではないんですけども、１つ変わってきているのが、旧寸分道分校につきましても、これ今寸分道区さんのほうに

お貸ししていまして、そちらのほうで木工体験ですとか、それからこの間音楽のコンサートも１回ありましたし、

あとそばオーナー制度のときの受入れや何かの会場にもしておりますんで、そういった感じで、今までと違った一

つの小さな拠点が生まれて、双方で補い合いながらお客さんを確保していこうという取組はされているところでご

ざいます。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） そういうことでですね、住民の中で世代を替わりながらですね、新しい動きが出てきて、非

常に期待が持てると思いますので、その辺もですね、十分支援の中で、この施設運営についてもですね、しっかり

と取り組んでいっていただきたいというふうに思います。いかがですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 寸水道区という非常に小さなところでございますけれども、地域の交流とか、活性化におい

ては非常に大事な施設だと思っておりますので、今後ともここの継続ができるように、行政としても支援してまい

りたいと考えております。 

〇委員長（阿部幸夫） よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第93号 指定管理者の指定について（深山の里）は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第93号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第９４号 指定管理者の指定について（大滝荘） 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、議案第94号 指定管理者の指定について（大滝荘）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） ただいま議題となりました議案第94号 指定管理者の指定について（大滝荘）について御説

明申し上げます。 
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   本案は、令和３年３月末をもって指定管理期間が終了となる大滝荘について、現行の指定管理者である大滝体験

交流施設運営組合を引き続き指定したいものであります。大滝体験交流施設運営組合は、地域資源を活用したイベ

ントの開催や地域に密着した体験活動を通して、都市住民との交流活動に取り組んでおります。また、これまでの

施設運営の実績も十分であり、業務に精通し適切な管理運営が見込まれることから、引き続き指定管理をしたいも

のであります。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第94号に対する質疑を行います。 

   村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 本会議でもですね、霜鳥議員が質問されておりましたけども、指定管理者の組合について、

役員は水原地区の方がほとんどだということで、地域内外のというふうな報告を求められたと思うんです。それに

ついてはどうなったでしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） お答えさせていただきます。 

   大滝荘さんの組合員数、別添資料にあります252名ですが、地域内の方が57名です。これは上小沢と大濁と坪山の

方になります。地域外の方が残りの195名ですが、もともとその地域の御出身の方々が主です。あとやはりこの施設

に多少ゆかりのある方々もいらっしゃいます。あと市外の方もですね、全体で22名ほどいらっしゃいまして、いわ

ゆる大滝荘のファンというような形の方もそのぐらいいらっしゃるという状況でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） これを始めるときのね、経緯ももちろんあると思うんですけども、そういう中でいろんな方

が関わって支えて始めた施設なんじゃないかなというふうに思うんです。それで今後ですね、非常に経営が厳しく

なって、これ４年間のまた指定延長というふうになった場合にですね、非常に言いにくいあれですけども、例えば

経営破綻とか、厳しい状態になったときにですね、どんなふうな責任の所在お考えになっているか、市としてはい

かがですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） まず、今年の経営の状況について申し上げますと、こういった今年のコロナの影響がありま

すので、４月から10月までの前年度売上りで言えば250万ぐらい下がっているというのが状況でございます。単年度

的にも、先般10月のほうで補正はいただきましたけど、若干赤字補填を市のほうでせざるを得ないだろうと思って

おります。ただ、昨年まで２か年については、黒字の経営をされてきておりまして、今特にそのいきなり経営がど

うこうなるという状況ではないというふうに考えております。 

   もう一つ、私どものほうで今地元のほうと話ししているのは、やはり最初に施設ができた当時の役員の方々がか

なりここまで頑張ってきているわけですけども、どうやって次の世代の方々につなげていくかというのは非常に大

事な要素だと思っていまして、そのあたりについて、この地域については若干若い農家の方もいらっしゃいますけ

ども、そういった方々の意向を聞きながらですね、上手に指定管理者が代替わりしていけるような支援というのを

一緒に考えているところでございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） そういう意味でもですね、こちらの施設にしても、そういった世代交代というか、そういっ

たものを行政も一緒になってですね、支援していただきながら、スムーズに進めていただきたいと思います。 

   それで、もう一点ですね、７月の臨時会のですね、議案審査によってワーケーション、これによる関係人口の創
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出を図る目的として、Ｗi―Ｆi環境の整備、これを行ったんですよね。その後９月の定例会で阿部議員の一般質問

の中で、市長答弁でですね、インターネットの環境整備に取り組んでいるが、今検証というか、そういう状態にあ

るというふうな報告だったと思います。この取組ですね、Ｗi―Ｆi環境とか、ワーケーション、こういった取組に

ついてこの施設については、どのような進捗になっているか伺います。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） すみません。ちょっと取組の所管が私どもでないんで、詳細は承知しておりませんけども、

今年その環境が整備されて、実際に今御利用になっている方々は、新しい利用者というよりも、まだモニターの利

用の関係で来ていらっしゃるという状況が主だというふうに聞いております。したがいまして、本格的にそういっ

た機能を使われて利用されるのは、次のシーズンからだというふうに理解をしているところでございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 今ほどもあったんですけど、所管が違うということでなかなか情報が密に行き届いていない

部分ももしかしたらあるのかなというふうに思うんですけれども、この大滝荘についてもですね、グリーン・ツー

リズムこれ一緒に連携する中でやられていることだと思うんですよね。それで当然ですね、市長の理念の中に生命

地域の創造と、その中に４つのツーリズムがあって、グリーン・ツーリズムというのはその一つなんですよね。４

本柱の中の一つというような位置づけの中で、やはり重要な施策の位置づけであるというふうに私認識しておりま

す。それで、所管が違うということで、ワーケーションは当然企画だったりするわけですけど、観光とか、当然ツ

ーリズムというからには、いろんな旅行商品であるとかいったこともあると思うんですよ。その観光、それから農

林、そして今の企画そういった連携それからすみ分けみたいなこともあるかと思うんですが、今後の進め方につい

てはどんなふうにお考えになっているか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） この施設の持っている機能というのは宿泊と、それから食堂と温浴という施設、３つの要素

持っているわけですけども、当然私どもとすると、もともとはその地域の活性化をこの地域にしていくということ

と、その上で都市との交流ができるような施設ということで、あの施設が生まれたわけですけども、時代の流れの

中で、都市と農村の交流というのはかなりクローズアップされてきて、今そういったものが拠点になってきている

という部分があります。 

   もう一つは、このコロナの関係があって、新たにはワーケーションという考え方も出てきて、そういったものが

活用できる施設ということで位置づけられている部分があります。そういった点では、時代が求めるような要素を

取り入れながらですね、この施設というのが引き続き利用されて継続できるように、市役所全体としてといいます

か、関係課のほうで協力しながら、支援をしていくというのが考え方だというふうに思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 先ほどの話でワーケーションというか、テレワークのほうはちょっと所管違うということか

と思うんですが、管理する人は今のメンバーなんで、かなり大きなターニングポイントにはこの施設的にはなると

思うんですよね。今までみたいに来たお客さんにそば出して、布団敷いてということだけではなくて、例えばＷi

―Ｆiとかいろんなことがうまくつながらなくなっちゃいましたといったときには、それなりにやっぱりいや、私そ

ばしか打ったことないんでよく分からないんですというふうにいかないと思うんですけど、その辺の今までと違う

使い方をする、かなり大きな切替え点だと思うんで、その辺の人たちに対する技術的といいますか、そういうのは

やっぱりしておかないと、線来ました、器械入りました、私たち何がどう動いているのか分かりませんというんじ

ゃ困ると思うんで、その辺はあれですかね、今度は管理を受ける方も今後はそういうふうな形でなくて、いろんな
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ハードが整備されてくるんでというようなことは、承知で受けていらっしゃるんでしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 当然そういった機能が入るということについては承知をしておりますし、どの程度十分な教

育といいますか、そこをされていくかについては、詳細は承知しておりませんけども、分かった上で、この今回の

内容について受けているということでございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 私もたしか７月のそのときの議会のときに、ワーケーションやりますと言っておきながら、

ここは冬はクローズだということで、一番全国から見てですね、こんな豪雪地帯の中に人が住んでいるというとこ

ろ自体がすごく魅力的なところなのに、そこを冬はしませんというのであれば、緑だったら日本中どこでもあるわ

けですよね。ですので、その辺今後あれですか、冬場ですね、本当にこう道なかったらスノーモービルでもいいと

思うんですよね。本当にもう宿自体が雪だるまの中みたいな感じのそういったインスタ映えするような、そういう

ふうなのも冬明けて、１泊今までの料金以上を取ってですね、今スノーモービルとか、圧雪車じゃないと行けない

みたいな、そういうふうな形で通年開けるというような、今回のコロナ禍ではないと思うんですが、今後そういう

のも考えていかなきゃいけないと思うんですが、その辺どうでしょうかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） これまではお客さんがいない時期ということは、休館という形を取っておりました。今堀川

委員がおっしゃるようなのも一つの考え方と思いますけども、実際のところは、最初ニーズの問題がどうなるかと

いうところを含めて、カウントしていかなきゃいけないということがありますし、あとモービルのような話もされ

ましたけども、お客様が安全に使えるということが必要に大事な要素だと思いますので、それは今後のワーケーシ

ョンの進展の中で、必要があればそういった要素も考えていくものではないかというふうに思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第94号 指定管理者の指定について（大滝荘）は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 異議なしと認めます。 

   よって、議案第94号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第９３号 指定管理者の指定について（妙高市自然資源活用型交流促進施設 苗名の湯） 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、議案第95号 指定管理者の指定について（妙高市自然資源活用型交流促進施設 苗名の

湯）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） ただいま議題となりました議案第95号 指定管理者の指定について（妙高市自然資源活用型

交流促進施設 苗名の湯）について御説明申し上げます。 
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   本案は、令和３年３月末をもって指定管理期間が終了となる妙高市自然活用型交流促進施設苗名の湯について、

現行の指定管理者である杉野沢区を引き続き指定したいものであります。杉野沢区は、地区内の関係団体と連携し、

地域唯一の温泉を都市住民との交流の手段として活用するとともに、地区住民が利用しやすい環境づくりに努めて

おります。また、これまでの施設運営の実績も十分であり、業務に精通し適切な管理運営が見込まれることから、

引き続き指定したいものであります。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第95号に対する質疑を行います。 

   堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 今ほど課長の提案説明にもありましたが、これ杉野沢十何件か民宿ある中で、ここだけが温

泉なんですね。それ以外は沸かしといいますか、温泉じゃないということで、非常に貴重な施設だと思いますし、

ましてや今回の青学のこのマークでですね、杉野沢がどんとこうクローズアップされたということで、恐らくいい

方向にいってくれればいいんですけど、もっとですね、利用価値といいますか、今まで従来どおりの運営じゃなく

てですね、この後の直売所のあれもありますけど、やっぱりただ温泉を開けていて、入ってくださいという形で、

しかも８月とスキー客というような形で、かなり波があると思うんですが、その辺ですね、通年通して、本当にあ

あやって、青学さんのおかげで妙高杉野沢というところがどんと名前出たわけなんで、通年通してですね、やはり

安定したお客さんが入るような、何か地域を挙げてですね、民主の人たちの地域を挙げて、この施設を核としてと

いうような、何かそういう地元からアイデアとか、そういうのは少し何か出ているんでしょうかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） この次の議案にも関わりますけども、両方の施設が今杉野沢区のほうで管理をされていると

いう状況がございます。施設の持っている機能そのものは、本来温泉の機能ですので、そこで飛躍的にどうこうと

いうのはないんですけども、ただ区の中では、区の観光協会の窓口も１つはこの温泉の中に置いていこうという考

え方を持っておりまして、要するにここに温泉に来られたお客さんが地域全体の観光の状況が分かるような案内は

していこうという考え方を持っておりますので、そういったものを含めながらですね、今回の青学さんのことで、

お客さんが増えたときに、適切な御案内ですとか、ことができるような機能は今度はこの苗名の湯のほうでも少し

は担っていただけるんだろうというふうに考えております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 当然今度杉野さんのいわゆる観協といいますか、杉野沢地区の観光協会がここに来てですね、

各宿の恐らく空き状況ですとか、紹介しなきゃいけないと思うんですが、当然今度ツーリズムマネジメント協会も

ですね、何らかの情報を共有してですね、当然ここに来たお客さんは、何々荘が今空いていますとか、明日までだ

ったら大丈夫ですとかいう話もそうですけど、やっぱりその上のツーリズムマネジメント協会のほうも、当然杉野

沢に行きたいんだけどといったら、もうダイレクトでどこどこのというようなやっぱり連携は当然取っていかなき

ゃいけないと思うんですけど、その辺は大丈夫でしょうか。所管課違うくなっちゃうか、施設じゃないから。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 当然杉野沢観光協会も、妙高ツーリズムマネジメントの会員でありますので、情報の共

有等は図られるかなと思っておりますし、この温泉施設については、ただ単に杉野沢に来る方だけではなくて、山

を火打を登って下りて、帰りに入る方という方も当然いらっしゃいますので、今農林課長が申し上げましたように、

観光協会が入ることによって、より一層情報の発信は図られていくかなとも思っております。それから、本来また

もう一泊の宿泊につながるというサービスができれば一番いいと思いますが、それはまた今後の課題として、この
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施設の有効活用のためには、やっぱり観光と一緒にやっていくことがいいのではないかというふうに思っておりま

す。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 本当こんなこと聞いて申し訳ないんですけど、杉野沢なんですけど、苗名の湯ですよね。私

も何回か去年苗名滝に行ったんですけど、物すごく結構人が多いんですよね。何かこう苗名滝を見にきた人を実は

苗名の湯と何か関連というか、私今思ったんですけど、杉野沢なのに苗名の湯なんですけど、何で苗名の湯になっ

たんですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） この施設ですね、開設が平成９年の８月ですので、合併前の妙高高原町さんの時代のお話で

すし、地域で一番特徴のある象徴的な場所のお名前をいただいたんだろうというふうに思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） まさしくそのとおりだというふうに思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） 私のほうからじゃ１点だけ。この苗名の湯の施設ですね、感染拡大防止対策ですか、そうい

ったのなんですが、私は今年使用させていただいた経緯もあります。ただ、１点だけ合宿の郷であるこの地域です

から、入浴される方も当然観光客であったり、あと合宿に来られた皆さん、あと登山のお客さんとか、様々なお客

様がいるわけですよね。そういった中で、入浴施設においての例えば感染拡大防止対策、例えば入浴の人数制限で

すとか、そういったのをまた取組をなされているのか、その辺の確認をお願いします。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 感染拡大の対策ですけれども、入り口におけるまず検温、それから手指の消毒ということ、

それから休憩場の要するに畳の部屋ですか、そこについては今年は御遠慮いただいておりました。なおかつ脱衣所

の外にあるいすについても１人置きしか座れないような状況にしておりまして、そういった形で密にならないよう

な状況にしております。あと脱衣所の籠といいますか、衣服を置く場所についても、１列おきに閉鎖をしまして、

要するに結果的には人数制御をしていると同じような形の対応を取ってきたところでございます。 

〇委員長（阿部幸夫） よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第95号 指定管理者の指定について（妙高市自然資源活用型交流促進施設 苗名の湯）は、原案のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第95号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第９６号 指定管理者の指定について（杉野沢生産物直売施設） 
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〇委員長（阿部幸夫） 次に、議案第96号 指定管理者の指定について（杉野沢生産物直売施設）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） ただいま議題となりました議案第96号 指定管理者の指定について（杉野沢生産物直売施設）

について御説明申し上げます。 

   本案は、令和３年３月末をもって指定管理期間が満了となる杉野沢生産物直売施設、通称そばの花と呼んでおり

ますが、について、現行の指定管理者である杉野沢区を引き続き指定したいものであります。杉野沢区では、山菜

等の販売や地域農産物を活用した加工品製造場所として活用してまいりましたが、昨年以降は施設本来の運用が停

滞している状況にございます。このため地区観光協会との連携や地区住民による活用に向けた検討を進めていると

ころであり、これまでの施設運営においても適切な管理運営がされていることから、引き続き指定したいものであ

ります。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第96号に対する質疑を行います。 

   堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 先ほどの苗名の湯と連携といいますか、施設なんですけど、当初食堂だったのを見直して直

売所機能を強化するというふうな形で、残念ながらこれ令和元年度は収入ゼロということで、恐らく売れなかった

というか、置いてなかったというか、ただ不思議なもので、利用者数がですね、2000人もいて、どういうんですか、

ただ来て、2,000人も何も買わないで見ていくのかという、利用者数のほとんど例えば５人や10人で何か建物あるか

らただ見に来ただけというのは分かりますけど、利用者数が前年度、平成30年2100人で、今回も令和元年度も2100人

いるのに、収入が売上げがゼロというのは、これはどういうことなのか、ちょっとその辺御説明願いたい。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 御説明させていただきます。 

   まず、収入のほうについては、平成29年、30年ついてはこれは直売施設として、春先に主に山菜等を販売したと

きの数字でございます。一方、その利用者の人数がそこそこあるんですけども、これは地域住民の方々が地区の会

議とか、集会に使ったときの人数が報告されているものでございまして、ちょっとこの表のつくりとしてこうなっ

ておりますが、いわゆる来客者数ということではないということで、利用者がそういった方々だということで御理

解をいただきたいと思います。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 分かりました。そうなるとですね、我々も何年か前に視察ちょっと行って、本当に瓶詰です

とか、そういったものをちょっと置いてあるぐらいのもんで、本当にここに一応文言は書いてありますけど、地域

の本当生産物をですね、農業振興のためにみたいな、建前上はそういうことになっていると思うんですけど、なか

なか農産物が集まらないのか、集めたとして、あそこに置いても売れないのか、ちょっとこのままだとですね、い

わゆる今回の施設の目的には随分そぐわないような状況が数年続いているのかなというふうに思って、また今回こ

れで我々議決してしまうと、もう４年間は頑張りますみたいな形でずるずるといってしまうんじゃないかと思うん

ですが、その辺市としてどういう指導というんですかね、何かされているんでしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） この施設、平成６年にできた施設ですけれども、基本的な機能としましては、直売所と食堂

機能がもともとありました。それに加えまして、平成29年の段階で、加工場の免許もこれ農水省の支援をいただい

て取ったところがございます。あと２階のほうは御存じかもしれませんが、民俗資料館という形で民具が置いてあ
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るんです。当初は、その目的どおりいっていた部分があったんですけども、年々直売関係については、農産物がな

かなか集まらなかったということがあって、平成30年度までになっております。あと食堂についても、平成26年度

までは食堂機能も持っていたんですけど、その後ちょっと担い手がいなくなったということで、今使われていない

状況になっております。そういった状況の中で、今回指定管理をどうするかについて、区と相談した中では、引き

続き区としてはやはりちゃんと自分たちで管理して使っていきたいという御意向がありましたし、今食堂部分に関

していえば、早ければ今年度中に何らかの再開ができるような今調整をしているというお話をいただいております。 

   それともう一つ、加工施設や何かの免許を取っておりますので、あの地域実はハナマメという野菜をどうにか世

に出したいということで取組をしておりますので、そういったもんですとか、春の山菜については、来年度からど

うにか直売所においてですね、施設のほうも開けるような今準備をしているということでございますので、私ども

とすれば、そういった考え方を理解した上で、それがうまくいくように一緒になって考えていきたいというふうに

思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 我々も２階見たときに一応農具、昔の農作業をする機械の展示というふうな形ではなってい

ますが、ただあそこに押し込んであるという、物置というふうにしか私は見えなかったんですが、先ほどの話の続

きじゃいないですけど、せっかくですね、今回杉野沢地区ＰＲしてですね、原監督も何という肉だったかな、あれ

たしか笹ヶ峰で食べたのおいしい何とかいって、その肉というようなインタビューで私聞いて、多分笹ヶ峰のステ

ーキだと思うんですけど、そういうことを考えたときに、食堂も何かせっかくそういう全国の知名度ある方がそう

いう妙高市の食べ物もおいしいと言ってくれたのに、一番地元にある元食堂だったところが開いていないとか、そ

ういうことではいかがなもんかなと思うんで、ぜひですね、これを機にせっかくああいうふうな形で大々的にＰＲ

して、通年通してやろうというふうな形で盛り上がっている最中ですんで、ぜひこの施設をですね、有効的に先ほ

ど開けたいというふうなこともあると思うんですが、地域の方だけだとちょっとひょっとしたらアイデア不足にな

るかもしれないんで、しっかり行政がですね、いろんなアイデアを出して、本当にさっきの温泉もそうですが、こ

こもですね、この地域の中心となる施設になるように御指導して、いい施設にしてもらいたいと思うんですが、そ

の辺もう一度覚悟のほうをお願いします。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 私どもとしても、決してこの状況はいいというふうに思っておりませんし、地域としても、

どうにかもう一度生かす方向で考え直したいというふうに思っておりますので、それがかなうような形になるよう

に、共に考えていきたいというふうに思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） ちょっと１点だけお聞かせください。 

   今のですね、直売所施設なんですが、これ前のさっきのところと同じ何らかやっているわけですよね。それで今

回のこのやつを見ると、2130人というのは、皆さんがですね、地域の方が憩いの場としていろいろ利用しているか

らこのような数字になるという今の皆さんのお話ですが、この収支見ますと、常に赤字ですよね。28万9000円、31万

7000円、令和元年度は23万9000円ということで、赤字がずっと続いている。それもその前も多分同じような状態が

続いていたんじゃないかと思います。それで、今前の95号での中でですね、その収支においてはですね、黒字にな

っているということなんで、同じ団体がやっているということなんで、その赤字についてはそれのところは一応補

填しているという形でなっているんでしょうかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 
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〇農林課長（吉越哲也） この妙高市生産物直売施設のほうについては、指定管理者である区のほうがこの赤字分につ

いては持っていらっしゃるという状況です。主な内容はほとんどが施設の光熱水費だけは、地域の方々が定期的に

使う用事があるもんですから、基本料金とか含めてかかっている部分が年間通してこれぐらいあるという状況にご

ざいます。 

   あと、今ちょっと委員さんから御質疑がありましたので、前回指定管理をお願いしたときの議案を持っているん

ですけども、その当時平成25年、26年、27年については、まだ収支としては黒字でしたので、その後いわゆる農産

物の販売ですとか、食堂部分がなくなってから、その光熱費関係分だけが赤字になっているという状況でございま

す。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） 先ほど課長からも今後ハナマメということで、お話ししているんですが、その前の指定管理

者を受けるときにも、その当時の同じような形ではハナマメは特にちょっと高原の高いところしかできないという

ことで、杉野沢の特産にしたいということで話はされたと思います。そのときにハナマメのソフトクリームを作っ

たりという形でですね、やりたいという話は前々から来ているんですが、それがただ話で終わってしまってですね、

今またここで指定管理者の新たな期間が来たということでなっていますけども、やはりある程度形にしてかないと

ですね、ただあれやる、これやるといっても、実際にやっていないという状況を見ますと、いかがなものかなと思

って、一応管理委託料はですね、市のほうには出しておりませんので、その辺はいいんですけども、もし出してい

たとなるとですね、非常にこの状態ではですね、指定管理のそこの団体に任せるのはどうかなということもちょっ

と考えられますんで、その辺はどんなもんなんでしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 前回のときも同じようなことをきっと答弁としてあったと思うんですけども、そういう点で

なかなか事業化としてめどが立っていないという事実はあるかと思います。ただ一方で、地域としてもこの施設に

ついては、建設当時のことも含めてだと思いますけども、引き続き自分たちのほうで管理をして運営をしていきた

いという意向を持っておりますので、そういった意向も大事にしながらですね、先ほど堀川委員さんからありまし

たけども、どうにか苗名の湯とセットで、何らかの形で今後の活性化に結びつくように私どもとしても支援してま

いりたいと考えております。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） ぜひともですね、私も委員会で視察行くと、あそこでよくそば食べてですね、行くことも何

回かありましてですね、結構おいしかったんですわ。そういうこともあってですね、今課長のほうからも、苗名の

湯とですね、うまくタイアップしてですね、いきたいというお話聞きましたので、ぜひともそういう形で地域の皆

さんにもお話ししていただいてですね、やっていただきたいと思います。 

   以上です。 

〇委員長（阿部幸夫） よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 
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   議案第96号 指定管理者の指定について（杉野沢生産物直売施設）は、原案のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第96号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第９７号 指定管理者の指定について（妙高山麓直売センター） 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、議案第97号 指定管理者の指定について（妙高山麓直売センター）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） ただいま議題となりました議案第97号 指定管理者の指定について（妙高山麓直売センター）

について御説明申し上げます。 

   本案は、令和３年３月末をもって指定管理期間が満了となる妙高山麓直売センター、通称とまとについて、現行

の指定管理者である有限会社妙高ファームを引き続き指定したいものであります。有限会社妙高ファームは、地域

農林産物や加工品等の販売により、地産地消の推進を図るとともに、都市と農村の交流に努めております。また、

これまでの施設運営の実績も十分であり、業務に精通し適切な管理運営が見込まれることから、引き続き指定した

いものであります。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第97号の質疑を行います。 

   堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 前この委員会で、この妙高ファームの役員さんたちとちょっと意見交換をしたときに、市が

払うんじゃなくて、逆にもいただくほうですね、団体から。いただくほうの金額がたしかこれ29、30、令和元年と、

これ固定で幾らずつ、固定だと思ったんですけども、これはたしか、意見交換したときに。それ幾らぐらいこれも

らっているんですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） まず、納付金については固定ではなくて、営業収支に基づく利益の20％ということでいただ

いております。ちょっと今細かい数字持っていませんが、大体年間四、五十万ずつをとまとさんからはいただいて

いる状況でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 今まではそういうふうな形でたしかあのときも、いや頑張ってもうけ出しても、20％ぐらい

やるというような話だったんで、それはそれでね、あの施設を当然借りていることを思えば、民間の考えからいけ

ば当然なんじゃないかというような話だったんですが、例えば今後来年から４年間ですかね、指定管理を今度受け

るときに、その辺のルールといいますかね、今市の納付金というのは、いわゆる建物耐用年数の減価償却みたいな

形でルールが変わったというような話だったんですが、その辺今回この新しくする４年間はどうなんですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） それについては、昨年指定管理者の新しい四季彩館みょうこうと、それからひだなんですか、

そういったことについては、新たなルールを適用したんですけども、もともとこのとまとについては、従前から同

じ指定管理団体だということがありましたので、そこについては従前の対応にしますということで、対応を分けさ

せていただいております。したがいまして、今後の４年間も従前どおりのルールで、こちらのほうは適用させてい



 

 - 15 - 

ただくことになっております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） また、妙高ファームの人とやると、何でうちだけみたいな話になるかもしれないんですけど、

それは当然指定管理を受ける側も納得といいますか、こういう条件でどこどこはこうだという話はないかもしれま

せんが、もうおたくとは今までどおりずっと同じやり方でやっていいですかねというような了承した上での当然指

定管理の委託ということで、妙高ファームさんもそれでいいよということになっているんでしょうかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 当然指定管理者のほうと協議をした結果でございますし、これはもう去年の段階から、そう

いった形の話をしてきた結果として、今回の指定管理の新たな議決についても、それを前提にお願いしたところで

ございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 分かりました。 

   あとこの３年間のですね、実績見ると非常にここは頑張っていると私は思いますし、団体の方々と管理者の方々

と話してもですね、非常に前向きな方が多いなというような感じを受けたんですが、ちょっと令和元年度ですね、

利用者数も収入も全てちょっと少なくなったかなというような気はするんですが、当然コロナの影響はまだこの頃

ないと思うんですが、何かその辺要因といいますか、原因があって、それを分析されているかどうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 令和元年度の売上げと利用客が落ちたのはですね、昨年の10月の台風19号の影響がありまし

て、その後の連休等においてですね、お客様がやっぱり動かなかったというのが一番大きくて、前の年と比較して

も10月、11月の落ち込みが全体の落ち込みに影響したものでございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） １点だけちょっとお聞きしますけど、今ほどちょっとお話もいただきましたけど、この利用

者数ですね、これは13万ということなんですかね、13万624ということなんですかね、利用者数。これこんなもんな

んですかね。結構あそこ通ると車も止まっていますし、年間で見るともっとあるような感じするんですけど、その

辺の数字というのはこれどのような形でこの数字が出ているんですかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） この数につきましては、レジを実際に通った方の数ということでございますので、例えば御

夫婦とか御家族でお入りになったとしても、レジで精算された方がお一人であれば、そこはお一人というカウント

になるもんですから、実際は委員さんおっしゃるとおりもっとたくさんの方々が施設の中は入っていらっしゃると

いう状況でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） 分かりました。そうですよね、そうじゃなきゃこんな数字というのはね、普通あり得ないで

すよね。買物しなくても、寄ってどんなのあるかと見る方も結構おられると思いますんでね。またですね、あそこ

はですね、私がよく最初できたときから思うんですけども、２階をですね、何か見晴らしもよくて、妙高山も見え

るんでね、あそこを上がって見れるようなね、何かというのはできないもんなんですかね。下で買物しても、あの

スペースだとなかなか狭くてですね、山菜や何かの時期になるとごった返しているんですけども、上でまた妙高山

の春の雪解けのまた妙高山見るのも、またいいと思うんです。そんなことはやっぱり考えられないでしょうかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 
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〇農林課長（吉越哲也） この施設平成17年に完成した後に、１度平成二十四、五年だったでしょうか、増築をしてお

ります。そういった関係で、売場の面積のほうは大きくしておりますけども、眺望の関係について、当時要望があ

ったかどうかという詳細を把握しておりませんが、現段階で指定管理者さんとのいろんな日々協議の中では、そう

いったような形の改修というのは希望はされておらない状況でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第97号 指定管理者の指定について（妙高山麓直売センター）は、原案のとおり決定することに御異議あり

ませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第97号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第９８号 指定管理者の指定について（妙高市いきいきプラザ 商店街活性化支援スペース） 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、議案第98号 指定管理者の指定について（妙高市いきいきプラザ 商店街活性化支援ス

ペース）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） ただいま議題となりました議案第98号 指定管理者の指定について（妙高市いきいきプ

ラザ 商店街活性化支援スペース）について御説明申し上げます。 

   本案は、令和３年３月末をもって指定期間が満了となる妙高市いきいきプラザ商店街活性化支援スペースについ

て、現行の指定管理者である商店街活性化支援スペース管理運営委員会を引き続き指定したいものであります。商

店街活性化支援スペース管理運営委員会は、自主イベントの開催をはじめ、町なかのイベントにも積極的に参加し、

にぎわいづくりに寄与しております。また、これまでの施設運営の実績も十分であり、業務に精通し適切な管理運

営が見込まれることから、引き続き指定したいものであります。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第98号に対する質疑を行います。 

   村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 利用者人数なんですが、これは１万3000人ということで、これずっと横ばいになっているん

ですけど、これの集計の仕方というか、どんなふうな取り方されているんですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） これ正確にあそこの真ん中のところの広場ということで、カウントが多分なかなか難し

いという中で、過去において集計したものをお店の方の感覚的にそれほど変わっていないという中で、毎年同じよ

うな人数という形で報告をいただいているという認識でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 
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〇村越委員（村越洋一） 感覚として変わっていないということは、それこそ目的にあるにぎわい創出の意味で、利用

者が維持できている。それは非常にいいことだと思うんですが、例えばあれ今お話の中だと、施設の中のフロアの

人数というふうなことだったんですが、当然あの前でもいろんなイベントをやられたりしていて、あそこの利用な

んかも含めればですね、さらに利用者数というか、にぎわい創出に対する評価というのは高くなるんじゃないかな

というふうに私思っているんですよね。それで、やられていることを見ると、イベントとか、販促作業とか、いろ

んなことをやられていて、非常に積極的にやられているなという印象はあるんですけど、今現在ですね、テナント

の空き状況というか、２小間ですかね、ラーメン店とそれからリラクゼーションの方ですかね、いなくなっている

ような状態かなというふうに、それでスペースできていると思うんですけども、そんなようなことでよろしいでし

ょうかね。それで、今後の見通しというか、どんなような状況か。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 全部で５区画がございまして、今時点で２区画が空いている状況でございます。出店し

たいという意向の方も、お一人はちょっと相談を受けている状況でございまして、やっぱり単に募集としても、例

えばラーメン店さんの跡であれば、水道設備があったりとか、いろんな商売向きなんですか、向くものがあるので、

単にその出店を広げるというのも、なかなか難しいかなというのは思っておりますが、ただそのお一人の方は御自

分で場所を見られてやってみたいという意向がありまして、今調整をさせていただいているところでございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） やはり市内の市街地のですね、いい場所というか、中心にあるところですので、利用してい

ただいて、より活性化につなげるような形で続けていただきたいなというふうに思うんですけれども、これ新規開

業者のためのいわゆるチャレンジショップというような形の考え方でよろしいかと思うんですね。そういった場合

に、中にはですね、長く利用されている方というのもあるんですが、市についてはそれについては例えばどんな指

導助言されているのか、どんな感じなんでしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） この施設そのものについては、多分当初はチャレンジショップ的な意向で、例えば５年

ないし３年とか年数があって、それから独立していっていただきたいというふうな多分意向だったというふうに私

の認識をしておりますが、今現在はそういう契約ではなくて、ただ単にテナント的な形となっておりますので、今

言われたように長い方はずっといらっしゃるような形になっております。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） いずれにしてもですね、にぎわい創出という意味で、新たにやられる方のためにですね、ど

んどんこう門戸を開いて利用していただくようにしていただきたいなというふうに思います。さらにですね、今こ

れ見るとですね、平成13年にスタートしてもう20年も運営しているというふうな状況だと思うんですよ。今現在で

すね、都市計画とか、複合施設の整備構想、こういった絡みで、今後これからね、またいろいろと町なかが変わっ

てくるんじゃないかというふうな考え方と、そういったことを今現在やられている方も心配していたりするかと思

うんですが、そういった情報提供とか、そんなふうな説明とか、どんなふうにされているのか、いかがですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 今いろいろ議会でも、皆様から議論いただいている内容等があると思いますが、図書館

等については、当然まだ場所の問題とかが決定しているわけではない中でございますし、今私どもからしては、基

本的には営業を続けていただいて、活性化に寄与していただきたいということで、特段の情報等は今のところは出

していない状況でございます。 
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〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 今後ですね、どんなふうになるか分かりませんが、今現在あそこで頑張っていらっしゃる方

々というのは、その次もね、引き続いていろんな力になっていかれる方たちなのかなというふうに思いますので、

この施設の目的に沿ってですね、十分進めていただきたいなというふうに思います。どうぞよろしくお願いします。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） ２点ほど。今回のこの商店街活性化支援スペース管理運営委員会、ここが指定管理というこ

となんですが、団体の構成員として13名の方が恐らくこの委員会のメンバーなんでしょうけど、ちなみにどんな、

あの周りのお店のあの辺の人たちの代表が構成されているんですが、その団体の構成の方々はどんな方々か。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 基本的に、あそこに入っていらっしゃる方が中町商工振興会のほうにも属されていらっ

しゃいますので、13名のうち大半の方は中町商工振興会の方から一緒に町なかのイベントもやっていこうという考

え方ですので、そちらの方から入っていただいている状況でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 委員会ですので、ちなみに委員長という、要は代表みたいな方はいらっしゃるんですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 会長、副会長と役職を設けさせていただいております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） それは別に公の指定管理出しているわけなんで、お名前とかは大丈夫なんですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） お名前はこちらに書いてある田中公一様でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） ちなみにスペースの管理ということなんで、若干ですが、収入はあるということなんで、そ

こにスペースにいろんなイベントをやったときのいわゆる使用料的なのが主な収入源になるんでしょうかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 収入の主なものは、利用スペースの利用料ということで、この委員会で市の施設を使っ

ているという形なので、皆様からお金を集めていただいて、市のほうに納付いただいているというような形、ガス

水道料を含めてという形になりますし、あとそのほかにやっぱり自分たちでイベントをやっている形があるので、

会費みたいな形でやっていただいている。 

〇委員長（阿部幸夫） よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第98号 指定管理者の指定について（妙高市いきいきプラザ 商店街活性化支援スペース）は、原案のとお

り決定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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〇委員長（阿部幸夫） 異議なしと認めます。 

   よって、議案第98号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第９９号 指定管理者の指定について（新井中央駐車場） 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、議案第99号 指定管理者の指定について（新井中央駐車場）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） ただいま議題となりました議案第99号 指定管理者の指定について（新井中央駐車場）

について御説明申し上げます。 

   本案は、令和３年３月末をもって指定期間が満了となる新井中央駐車場について、現行の指定管理者である中心

市街地駐車場管理運営委員会を引き続き指定したいものであります。中心市街地駐車場管理運営委員会は、設立以

来利用者が快適に利用できるよう適切な管理を行っていることから、引き続き指定したいものであります。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第99号に対する質疑を行います。 

   宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） この収入額なんですが、収入額の内訳はどういう形なんでしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 全額は、市からの指定管理料になります。主なものを申し上げますと、あそこは24時間

駐車場ではありませんので、入り口の施錠、開錠、それから定期的なごみ拾い等の清掃のような人件費が主なもの

となっております。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 今ほど指定管理料ということなんですけども、その中でごみ拾い、それから樹木の枝切りと

か、こういったものを全部賄っているというふうな考え方でよろしいかと思うんですが、私もあそこ例えば市のと

きにですね、利用させていただいて、非常にいっぱいになっていて、満杯でもうちょっと広げられないかなという

ふうな思いもあるんですけど、ただそのときだけのものに関しては、なかなか難しいと思うので、あの状態でなる

べく利用の妨げにならないようにですね、使っていただきたいなというふうに思っているんですが、地域の方たち

だけじゃなくて外からも来られてね、あそこを利用される方もあると思うんですよ。そういった場合に、やはり中

心市街地の駐車場として、まちのイメージというんですかね、そういったものに直結する部分があるかなというふ

うに思うんです。それでごみ拾いとか、それから樹木の関係なんですけども、あれ今の時期、もう少し前になると、

イチョウが物すごくをはびこって、葉っぱが落ったりして、あれの清掃とかも非常に大変になってくると思うんで

すよ。それで、清掃等で毎年毎年でやられている分にはいいんですけども、だんだん大きくなってきて、ある程度

費用のかかるようなメンテナンスが必要になったりとかいったこともあるかなと思うんですが、そこら辺どのよう

にお考えですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 本当に今人件費程度の委託料しかお出ししておりませんので、例えば重機を使わなけれ

ばいけなくなるような修繕、枝切り等も含めてですけども、指定管理者のほうからまた相談があればですね、どう

いう対応をしていくかということを相談していきたいと思っておりますし、それを指定管理のほうに、また管理料

として出すという方法も一つかなとも思っておりますし、直営でやるということも考えられるかと思いますが、そ

れまた御相談あったときに対応したいと思っております。 



 

 - 20 - 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） ここにも書いてあるように、冬季の除雪含めて365日の管理だと思うんですよね。そういう意

味で、この指定管理料どういうふうな感じに考えられているのか分からないんですが、管理されている方、適切に

管理できるように、そしてまたイメージアップにつながるような管理をしていただけるように十分検討して、話合

いの中でやっていただきたいなというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

〇委員長（阿部幸夫） ほかよろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第99号 指定管理者の指定について（新井中央駐車場）は、原案のとおり決定することに御異議ありません

か。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 異議なしと認めます。 

   よって、議案第99号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１００号 指定管理者の指定について（道の駅あらい くびき野情報館） 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、議案第100号 指定管理者の指定について（道の駅あらい くびき野情報館）を議題とし

ます。 

   提案理由の説明を求めます。観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） ただいま議題となりました議案第100号 指定管理者の指定について（道の駅あらい く

びき野情報館）について御説明申し上げます。 

   本案は、令和３年３月末をもって指定期間が満了となる道の駅あらいくびき野情報館について、現行の指定管理

者である妙高ふるさと振興株式会社を引き続き指定したいものであります。妙高ふるさと振興株式会社は、設立以

来当該施設の管理運営を行っており、利用者のサービス向上と効率的な施設運営に努めております。さらに、独自

での物販や出店者会との合同でのイベント開催など、誘客の促進や妙高市のＰＲに積極的に取り組み、来訪者から

大変好評を得ております。また、これまでの施設運営の実績も十分であり、業務に精通して適切な管理運営が見込

まれるものであります。 

   なお、指定期間につきましては、令和２年４月１日からの10年間を指定期間としている四季彩館ひだなん及び四

季彩館みょうこう並びに芝生広場と終期を合わせたいことから、令和12年３月末までの９年間としております。 

   以上、御説明申し上げましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第100号に対する質疑を行います。 

   堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 今ほど指定管理の期間ということで、ほとんど大体４年なんですけど、ここだけといいます

か、今回道の駅関連で四季彩館みょうこうが一番先に10年になって、それに近隣のやつも合わせたと、ひだなんと

か、ここも９年間ということで、一番終わりの年度を合わせたということだと思うんですが、これは事業内容は妙
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高市の観光情報を発信するというところで、非常に今のツーリズムマネジメント協会とですね、似たようないわゆ

る仕事が多いと思うんですが、当初ですね、今の観光案内所といいますか、妙高高原のあそこで非常にこれからツ

ーリズムマネジメント協会のやる作業が多くなってくると、人間も当然増えてくるということになったときに、ど

こかのタイミングでですね、あそこじゃなくて、こっちの今のくびき野情報館というんですかね、そういうふうな

事務作業はあそこはあくまで観光案内所であって、もともとのですね。今正直間借りしているというような状態で

すよね。もともと観光案内所として整備したわけなんで、今やむを得ずツーリズムマネジメント協会の事務所がな

いということで、あそこに入っているだけということになって、もし９年間ですね、これが今の状態でくびき野情

報館があそこに来るということになると、少なくとも今の考えでは、あと９年間はここにはツーリズムマネジメン

ト協会の事務局が来ないというような想定で９年間設定したのかどうか、その辺の基本的な考え方をまずお聞かせ

ください。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） あくまでも今回の議案で提出させていただいているのは、施設の管理というか、指定管

理でございますので、どなたがやってもいいという言い方は変ですけども、ビル管理会社がやっていただいても全

然問題ないかなというふうに思っていますので、そこに例えばツーリズムマネジメントが事務所として、また借り

て入るというのはまた別のちょっと次元の話かなという認識ではおります。ただ、観光案内の充実という意味では、

取りあえず今年から四季彩館みょうこうをオープンしていただいて、観光情報の発信ということで、今ＤＭＯの職

員を１名張りつけをさせていただいております。ふるさと振興とお話をさせていただいてですね、やはり北のゲー

トウエーであることは間違いありませんので、道の駅が。今後観光情報について、より充実していかなければいけ

ないというふうに思っていますので、今試行的にふるさと振興株式会社とＤＭＯが一緒の建物の中で、ちょっと取

組を始めたということで御理解いただければと思っています。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 渡部委員さん専門だから、いわゆる出した側と受けた側が同じトップだということで、非常

にある意味チェックといいますか、本当に指定管理、指定した側と受けた側も同じということで、やりやすい面も

あると思うんですね。あんまり誰もいやそんなことという形で言わない中で進んでいかれるということで、非常に

やりやすいという面もあると思うんですが、これ見ると本当に議案第100号を受けたのと出したのが同じ人だという

ことで、非常にルール的には問題ないんでしょうけど、非常に本当に自由にやり取りができるというような形のふ

うなっていると思うんですが、今後ですね、あそこは非常にこの間も北海道以外で初めてロッテさんがスキーアワ

ードというんですかね、あれで北海道以外で初めて本土で取ったということで、非常に注目されるエリアでもあり

ますし、コロナ収束後にはですね、北京オリンピック、一気にウインタースポーツがアジアでもというような大き

な流れの中で重要な場所だと思うんですが、そうなるとやっぱり場所的にはですね、本当に今の道の駅の整備もそ

うですが、あそこがやっぱり中心というんですかね、いろんな行くところで中心的なその位置的にもなってくると

思うんで、非常に重要な施設だと思うんですが、今まで以上にですね、恐らくこの事業内容というのは今までとさ

ほど変わらない内容でまた毎年同じようなことだと思うんですが、ここに書いている以外で、今後９年間の中でこ

ういうことを新たにというようなことがあればですね、お聞かせ願いたいと思うんですが。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 道の駅そのものに関しましては、市長も申し上げておりますが、この道の駅あらいの場

合は、本来の目的は防災の拠点という形の充実だというふうに思っております。今国のほうでも、また新たな防災

道の駅というものを指定するような動きもございますので、そちらのほうのチャレンジをしていくことも当然必要
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かなとも思っておりますし、もともと道の駅あらいにつきましては、重点道の駅という形で防災を中心に指定をし

ていただいて、それにとどまって今回拡張のほうもなったわけでございますが、その後平成30年度だったと思いま

すが、次世代型道の駅ということで、インバウンドの拠点という考え方も、国のほうで計画を提出しております。

今現在妙高高原の案内所はレベル２という、要はいつでも来たら英語が話せますよという案内所になります。一方、

くびき野情報館についてはレベル１、１つ下のランクでございまして、いつでも話せないけれども、電話でとかな

ら体制できますよというような形になっているので、そういう次世代型のインバウンド拠点ということは、もうチ

ャレンジをしていきたいと思っていますので、そうなると、そういう案内情報の充実とかですね、あとは道の駅に

はやっぱり年間300万人弱の方が訪れてまいりますので、それらの方を駅前と中心市街地のほうにいかに誘導するか

ということも考えていかなければいけないかなというふうに思っていますので、そういうふうなことをこの９年間

の中でやはりやっていくべきだろうなというふうに思っています。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） 一つこれちょっとお聞きしたいんですけども、この収入支出額ずっと３年間こう同じ数字で、

全て収支ゼロ。これはどういうことでこういう数字になっているんですかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） あくまでもくびき野情報館の指定管理という形の中で、必要な額を算出させていただい

て、それに基づく実績の報告をいただいていて、精算という形になりますので、収入支出はこの情報館に関しては

ゼロという形でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） この支出はほとんど人件費ですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 今回指定管理に関しては、人件費のものも当然ございます。案内業務と館内の清掃業務

に関するもの、それから設備等の点検、それから光熱水費等が含まれております。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） できましたら、もし詳細な資料をいただきたいんですけども、どんなもんでしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 指定管理料に関しては、ちょっとこの場で適切かどうかは別にして、予算に関すること

でありますので、この議案は指定管理者の指定という形になっているので、必要であれば当然予算に関する資料で

あるので、お出しすることは可能かとは思いますが、この議案の場でと言われるとちょっとそれは委員長さんにま

たお任せしたいと思いますが。 

〇委員長（阿部幸夫） 分かりました。 

   それで改めて資料請求してもらった中で、公表していただくということでよろしいですかね。 

                   〔「はい、お願いします」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 
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   これより採決します。 

   議案第100号 指定管理者の指定について（道の駅あらい くびき野情報館）は、原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第100号は原案のとおり可決されました。 

   ここで換気のため、11時25分まで休憩します。 

   暫時休憩とします。 

休憩  午前１１時１７分 

再開  午前１１時２５分 

〇委員長（阿部幸夫） それでは、休憩を解いて会議を続けます。 

                                                     

  議案第１０２号 令和２年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第１０号）のうち当委員会所管事項 

〇委員長（阿部幸夫） 議案第102号 令和２年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第10号）のうち当委員会所管事項を

議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） ただいま議題となりました議案第102号のガス上下水道局分につきまして御説明いた

します。 

   補正予算書の22、23ページをお開きください。上段の４款３項２目簡易水道事業会計繰出金は、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響による使用水量の減少などに伴い、料金収入が減少し収支不足が大きくなることから、減収

相当分の繰出金を補正したいものであります。 

   以上、御説明しましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第102号に対する質疑を行います。 

   堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 今ほどの局長の説明で、利用量が減って減収になるというような説明あったと思うんですが、

公共水道のいわゆる基本料金の減免といいますかね、来年まで延ばすといったときには、非常に手洗い、うがいと

かで使用量が増えて水道料金が上がると、なので基本料金を減免というか、しますというふうな説明からすると、

コロナの影響で水使わなくなるといったのと何か違うと思うんですが、その辺どうなんですかね。 

〇委員長（阿部幸夫） ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） 今回はですね、これ簡易水道の関係ということでございまして、一般の水道のほう

はですね、今お話ししたように使用量につきましては大きく減らしておりません。一般家庭の使用量も増えている

と、またほかの要因もありましてですね、工業用も増えたりとかですね、そういうことで一般の水道のほうにつき

ましては、確かに使用量は増えております。ただ、簡易水道につきましてはですね、こちらも一般家庭につきまし

ては多分若干増えているとは思うんですけども、簡易水道事業については、大口需要家といいますか、宿泊業とか

ですね、福祉関係の施設とかですね、こういうところがですね、かなり大きな使用量のウエート占めております。

今回コロナの影響でですね、ここの辺がですね、非常に利用客がですね、大きく減らしている、減少したというよ

うなことで、この部分が大きく減っているということでですね、簡易水道事業については影響が、使用水量の減少

が非常に大きかったと、そういう状況です。 
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〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） そういうんであれば、説明の仕方的にコロナと一くくりにしないで、コロナの影響により観

光業を中心にとかというような説明があればよかったんですけど、これちなみに例えば宿泊業ということになると、

宿泊業の方というのは大体簡易水道なんですか、何か今の話聞くと。だけど、そうでもないと思うんですね。公共

水道を使っている宿泊業もあると思うと、それもまた少し矛盾が生じると思うんです。 

〇委員長（阿部幸夫） ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） 簡易水道事業については、旧新井地区のいわゆる新井南部地域と、それとあと旧妙

高村の妙高地域、こちらが簡易水道の区域になっております。ですので、旧妙高村のですね、宿泊業者さん、こう

いうところはですね、非常に大きく水を使っていただいていると。そんなに何件もあるわけじゃないんですが、た

だ１件当たりがですね、非常に大量に水を使っているというような、そういう状況になっておりまして、そういう

ちょっと簡易水道の特殊事情というのがあるのかと思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 南部地域で宿泊施設はそんなにないと思うんで、恐らく旧妙高村地区のほぼ一部のといいま

すか、観光というとある程度限られてくると思うんですが、今回一応1500万ということで、非常に大きな予算を盛

るということなんですが、今度やっぱりまだちょっとコロナの収束が見込めないというような形の中で、やはり例

えば今回1500万の補填といいますか、一般会計からあれなんですが、今後もですね、こういった形で補填をし続け

ていくつもりなんでしょうかね。 

〇委員長（阿部幸夫） ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） 簡易水道事業につきましてはですね、いずれにいたしましても、今回コロナの関係

がなくてもですね、収支不足というのが常にございまして、一般会計からですね、毎年繰入金をですね、入れてい

ただいております。毎年需要予測に基づいてですね、じゃ幾ら繰り入れてもらうかというのを決めていくわけです

けども、今回やっぱりコロナの影響がございますので、これまでとはですね、需要予測については、大きく減らし

てですね、予測していかざるを得ないだろうと。ついては、繰入れもですね、やはりこれまでよりは多く見込んで

いかなければならないんじゃないかというふうに思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 私そこだと思うんですよね。ただでさえ簡易水道が赤字で講ずるというのをそれコロナだか

らということでごそっとやるんじゃなくて、恐らくダブルだと思うんですよね。通常でも赤字といいますか、補填

しながら運営していなきゃいけないし、さらにそれにコロナということで来ていると思うんですが、局長今回の

1500万円のうち、実質本当にコロナの影響というのはどれぐらいの金額だと思いますか。 

〇委員長（阿部幸夫） ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） 実質コロナの影響というと1500万のほとんどコロナの影響になっておりますけれど

も。 

〇委員長（阿部幸夫） よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 
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   これより採決します。 

   議案第102号 令和２年度新潟県妙高市一般会計補正予算（第10号）のうち当委員会所管事項は、原案のとおり決

定することに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第102号のうち当委員会所管事項は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１０６号 令和２年度新潟県妙高市ガス事業会計補正予算（第１号） 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、議案第106号 令和２年度新潟県妙高市ガス事業会計補正予算（第１号）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） ただいま議題となりました議案第106号について御説明いたします。 

   補正予算書の２ページ、３ページの収益的支出、それと４ページ、５ページの資本的支出における補正につきま

しては、国の人事院勧告等に準じた職員給与の改定や職員の異動等に伴う人件費の増減を補正したいものでありま

す。 

   以上、御説明しましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第106号に対する質疑を行います。 

   村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） ほんの１点なんですけど、今ほど説明の中でですね、異動というふうな話があったんですが、

この一般職の１名の異動というのは、どういったところからの異動になったんでしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） 一般職１名の異動でございますけども、当初予算ではですね、10名配置するという

ような前提で予算を組んでおったわけですが、これが実際１名減の９人の配置となったということで、１名減とい

う形になっております。 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第106号 令和２年度新潟県妙高市ガス事業会計補正予算（第１号）は、原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第106号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１０７号 令和２年度新潟県妙高市水道事業会計補正予算（第３号） 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、議案第107号 令和２年度新潟県妙高市水道事業会計補正予算（第３号）を議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） ただいま議題となりました議案第107号について御説明いたします。 
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   補正予算書の２ページ、３ページをお開きください。収益的支出における補正につきましては、国の人事院勧告

等に準じた職員給与の改定や職員の異動等に伴う人件費の増減を補正したいものであります。 

   次に、４ページ、５ページをお開きください。資本的支出における事務費の補正につきましては、収益的支出同

様に、職員給与の改定や人件費の増減を補正したいものであります。また、他会計長期貸付金では、簡易水道事業

会計の令和元年度決算の結果、資本的収支の不足額の補填財源が会計処理上不足することから、同会計への貸付金

を補正したいものであります。 

   以上、御説明いたしましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第107号に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第107号 令和２年度新潟県妙高市水道事業会計補正予算（第３号）は、原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第107号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１０８号 令和２年度新潟県妙高市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、議案第108号 令和２年度新潟県妙高市公共下水道事業補正予算（第１号）を議題としま

す。 

   提案理由の説明を求めます。ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） ただいま議題となりました議案第108号について御説明いたします。 

   補正予算書の２ページ、３ページの収益的支出、また４ページ、５ページの資本的支出における補正につきまし

ては、国の人事院勧告等に準じた職員給与の改定や職員の異動等に伴う人件費の増減を補正したいものであります。 

   以上、御説明いたしましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第108号に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第108号 令和２年度新潟県妙高市公共下水道事業会計補正予算（第１号）は、原案のとおり決定することに

御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第108号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

  議案第１０９号 令和２年度新潟県妙高市簡易水道事業会計補正予算（第４号） 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、議案第109号 令和２年度新潟県妙高市簡易水道事業会計補正予算（第４号）を議題とし

ます。 

   提案理由の説明を求めます。ガス上下水道局長。 

〇ガス上下水道局長（松木博文） ただいま議題となりました議案第109号について御説明いたします。 

   補正予算書の４ページ、５ページをお開きください。収益的収入における補正につきましては、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響による給水収益の減収分を減額し、一般会計からの繰入金を補助金として補正したいもので

あります。 

   次に、６ページ、７ページをお開きください。収益的支出における補正につきましては、国の人事院勧告等に準

じた職員給与の改定や職員の異動等に伴う人件費の増減を補正したいものであります。 

   次に、８ページ、９ページをお開きください。資本的収入における補正につきましては、資本的収支の不足額の

補填財源が会計処理上不足するため、水道事業会計からの借入金を補正したいものであります。 

   以上、御説明しましたが、よろしく御審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げます。 

〇委員長（阿部幸夫） これより議案第109号に対する質疑を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて質疑を終わります。 

   これより討論を行います。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） これにて討論を終わります。 

   これより採決します。 

   議案第109号 令和２年度新潟県妙高市簡易水道事業会計補正予算（第４号）は、原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、議案第109号は原案のとおり可決されました。 

                                                     

〇委員長（阿部幸夫） 引き続き、全員協議会において当委員会に付託されました陳情の審査を行います。 

   今定例定例会における当委員会の所管事項の陳情は、陳情第８号 自家増殖を原則禁止とする種苗法「改定」の

取りやめを求める陳情、陳情第９号 新型コロナ禍による米価下落対策に関する陳情の２件であります。 

                                                     

  陳情第８号 自家増殖を原則禁止とする種苗法「改定」の取りやめを求める陳情 

〇委員長（阿部幸夫） 初めに、陳情第８号 自家増殖を原則禁止とする種苗法「改定」の取りやめを求める陳情を議

題とします。 

   事前に陳情書等が配付されておりますので、各委員の意見を順に聞きたいと思います。 

   堀川委員。 
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〇堀川委員（堀川義徳） 今回の陳情ですが、今回の種苗法改正はですね、本当に日本国内で長年研究をされて、やっ

とできた新しいですね、いわゆる農作物の種をですね、海外に持っていけないようにするということが主な改正の

中身でありますので、今でも現時点でもですね、品種によっては、自家採取するときにはそれなりの手続をしなき

ゃいけないという当然制度がありますので、今回のそういった国のですね、機関でつくった大事な種を外国に持っ

ていってですね、それを向こうで、外国で栽培して、またに日本にですね、逆輸入するということを阻止する上で、

非常に効果のある種苗法の改正だと思いますので、それを原則禁止とする今回の陳情に関しては、私は反対いたし

ます。 

〇委員長（阿部幸夫） 宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） 基本的には今堀川委員さんの言われたとおり、日本の農家さんがですね、種子を取るという、

古来から農家さんがやられている事業をですね、農家さんを守るという意味で、この種苗法に反対ということで、

陳情出ている件に関しては、反対ということで思っております。 

   以上です。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 私も同じく反対なんですが、要するに自然農法とかやられている方の在来種とか、固定種と

か、ああいったものを自家採取できないんじゃないかというふうなことで、非常に大きく上がってですね、なかな

かそこら辺が混乱している部分かと思うんですが、特にこの種で言うと、シャインマスカットとか、紅ほっぺとか、

ああいう非常に苦労して作ったものを簡単によそ、海外で作られて、そういったことによる価格が影響してしまう

と、非常にデメリットが大きい部分が特にあると思いますので、そういった意味でも開発者の権利を守ると、そう

いった意味、それで反対という立場でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） 私もですね、この種苗法につきましては反対でございます。品種のですね、海外輸出とか何

かにつきましてはですね、これは一応規制してですね、いくことというのは賛成なんでございますが、農家の皆さ

んがですね、採取されたですね、自家増殖ということで、それがまた許諾制という形でですね、やらなければいけ

ないということになりますとですね、非常に農家の皆さんもですね、今後大変なことになってくると思いますんで、

これについては反対でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 私も反対の立場で発言させていただきます。 

   これ種子法と種苗法は違うものでございまして、種子法、種については法律で廃止されているんですが、まだそ

れは新潟県は、2018年に条例で規定されていて守るという形になっております。ただ、この種苗法については、今

回の改定で、国全体として国内から国外へ持ち出すのを禁止するというふうな形になっておりまして、これは国益

を考えれば至極当然なことでございまして、これについて一般農家の方々にどれだけ不利益をこうむるかと鑑みま

したところ、農水省のほうではほとんど不利益はこうむらないというような回答も得ていますところから、やはり

これについてはこの意見書に反対するという立場でいきたいなと思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） それでは、これより起立により採決します。 

   陳情第８号 自家増殖を原則禁止とする種苗法「改定」の取りやめを求める陳情については、採択することに賛

成の委員の起立を求めます。 

                   〔 賛 成 者 起 立 〕 

〇委員長（阿部幸夫） 賛成委員なしであります。 
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   よって、陳情第８号は不採択とされました。 

                                                     

  陳情第９号 新型コロナ禍による米価下落対策に関する陳情 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、陳情第９号 新型コロナ禍による米価下落対策に関する陳情を議題とします。 

   事前に陳情書等が配付されておりますので、各委員の意見を順に聞きたいと思います。 

   堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 米価に対する補填ということで、ただでさえ毎年ですね、７万から８万トンの米が使用しな

くなるという中で、このコロナ禍でですね、一気にインバウンドはじめ、外国の方もいらっしゃらなくなるという

ことで、国内の米のだぶつきが来年度以降さらに増えるというような形から、既に今年もですね、米価が大分下が

ったということで、その波は来年度以降も続くのではないかというふうな非常に米農家さんから心配の声もありま

すので、保管費ですとか、そういったものに対して米価が下がるですね、対策を講じていくというような今回の陳

情は私として賛成します。 

〇委員長（阿部幸夫） 宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） 私もこの陳情に関してですね、賛成の立場でございます。 

   やはりね、来年度以降もですね、こういった状況が続くということを鑑み、賛成ということにさせてもらいます。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 私も同様ですが、米の価格安定についてはですね、コロナ以前からも米余り、こういった問

題があってですね、持続的な課題ではあるというふうに思うんですが、先般73兆円の追加経済対策、こういったも

ので、いろんな支援、これから必要になるんですが、同じくですね、この米に関しても農家を守るということで、

妙高市の立場としても、賛成であるべきかというふうに思います。ということで賛成です。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） 私も賛成でございます。 

   しかし、この陳情項目見てですね、全てこれで納得して賛成ではなくてですね、やはり今農家を守るという一つ

の大きな基準を基にして考えますとですね、米余りとかいろんなことを考えますと、やはりある程度のことを国と

してやってかなきゃいけないということなんで、私賛成でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 私も大枠としては賛成でございますが、ただこの陳情書の中で、備蓄によりというところが

書いてございますが、備蓄というのはそもそも消費者のための食料確保というのが基本でございまして、生産調整

を目的とするものではないんですが、ただ実際に米価を変動させるためには備蓄という手法を取らざるを得ないと

いうことも納得できますので、これに対しては賛成という立場を取らせていただきたいと思います。 

〇委員長（阿部幸夫） これより起立により採決します。 

   陳情第９号 新型コロナ禍による米価下落対策に関する陳情については、採択することに賛成の委員の起立を求

めます。 

                   〔 賛 成 者 起 立 〕 

〇委員長（阿部幸夫） 賛成委員全員であります。 

   よって、陳情第９号は採択されました。 

   陳情第９号は採択となりましたので、意見書を提出する発議の提案に当たり、提出者及び賛成者及び提出する意

見書を決定する必要があります。 
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   まず、提出者及び賛成者を決定したいと思いますが、この決定について何か御意見ありませんか。 

   堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 提出者は委員長、賛成者は先ほど議決した委員全員でいいと思います。 

〇委員長（阿部幸夫） ただいま堀川委員より、提出者は委員長、賛成者は全員という意見がありました。 

   お諮りします。ただいまの提案のとおり、提出者は委員長、賛成者は委員全員とすることに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、そのように決定しました。 

   次に、意見書文の案文の精査について何か御意見ありますか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 特にないようですので、本案文を意見書としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、そのように決定しました。 

   お諮りします。本意見書につきましては、その字句等の整理を会議規則109条の規定により、委員長に委任された

いと思います。これに御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、字句等の整理は委員長に委任するということに決定されました。 

   以上で当委員会に付託されました議案の審査が全て終了しました。 

                                                     

  所管事務調査について 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、所管事務調査を行います。 

   執行部側の関係課以外の方は御退席ください。 

                   〔執行部側説明員以外の退席、関係課入室〕 

〇委員長（阿部幸夫） 暫時休憩とします。 

休憩  午前１１時５３分 

再開  午前１１時５６分 

〇委員長（阿部幸夫） それでは、休憩を解いて始めさせていただきます。 

   引き続き所管事務調査を行います。 

   産業経済委員会では、①新型コロナウイルス感染症禍に対して、市が行う感染症緊急対策に関する実態について、

②新型コロナウイルス感染症についての今後の経済回復に必要な施策に関して、③道の駅四季彩館みょうこうの運

営状況について、④農業振興施設の現状及び今後の運営方針についてを調査することとしました。 

   所管事務調査の進め方については、初めに調査担当である委員から調査理由と内容を説明していただきます。続

いて、調査担当が調査項目について質疑を行い、その後に他の委員の質疑を行います。調査項目①の質疑が終了後、

次の調査項目②に進むというようにしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

   それでは、①について調査担当の植木委員より調査理由と概要について説明をお願いいたします。植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） 私のほうから、新型コロナウイルス感染症禍に対し市が行う感染症緊急対策に関する実態に
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ついてということで質疑させていただきたいと思います。 

   目的といたしましては、新型コロナウイルス感染症による市内の経済的被害に対し、市が行った緊急対策の効果

と現状を把握しているかということについてお聞きしたいと思います。 

   まず、項目の１点目、私のほうからは５点ございますけれども、一点一点言わせていただきますので、それにつ

いて御回答をいただきたいと思います。私のほうは、項目について質疑しますので、細かいことにつきましては、

各委員の皆さんからまた詳細についてお聞きしていただきたいと思います。 

   まず１点目は、妙高安全・安心な誘客事業ということで、新型コロナウイルス対策施設整備への補助の現状と、

また妙高安全安心セットの配布状況及び宿泊客の対応はどうかということで、この２点についてまずお聞きいたし

ます。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） では、まず最初は、感染防止対策推進補助金につきまして、今現在の状況についてお知

らせさせていただきます。 

   これ当初は、もう既に終わっているといいますか、期間を区切ってやろうという形でやりましたが、実際には宿

泊施設等については、やっぱり冬に向けてまた整備していきたいということがありまして、今現在もまだ継続して

おりまして、11月末現在ということでお願いしたいと思いますが、予算総額を1450万円に対しまして、支出済額と

いうか、決定しているのが1050万程度となっております。施設でいきますと69施設の方から御利用いただいている

状況でございます。 

   内容につきましては、一番多いのがやはり空気清浄機つきのエアコンでありますとか、空気清浄機を入れていた

だいている家庭というか、宿泊施設が多いかなという状況でございます。妙高安心安全セットにつきましては、こ

れ既に配布が終わっておりますが、ちょっとまだ実績が大変申し訳ありませんが、出ておりませんが、ロット的に

言うと、ストータルで6000弱のロットの配布という形になっている状況でございます。特に初めての試みとして、

フェースシールド、あとは妙高市の中で作っていただいているマスク、それからアルコールの代用品という形であ

りまして、マスクが欲しくて泊まりに来ている方もいるという話も聞いていますし、フェースシールドのモンベル

さんのやつが欲しくてという方も聞いております。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） ２点目なんですが、妙高誘客広報宣伝ということについてちょっとお聞きしたいと思います。 

   インターネットを使った誘客宣伝の効果についてはどのようなものかということと、クーポンの発行状況はどう

かと、この２点についてまずお聞かせください。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） まず、広告宣伝のほうから申し上げますと、当初予算の段階では、ＯＴＡ、ネットエー

ジェントを使って広告していこうという計画でおりましたが、実質この後も申し上げますが、クーポンの発行との

兼ね合いで、ネット上のクーポンとちょっと連動ができなかったということで、今回ＯＴＡによるものは実施して

おりません、広告に関しましては。新聞広告という形で、特に日報さんでありますとか、信濃毎日さん、近隣の新

聞を活用して４回ほど実施をしております。新聞に出ると、その影響といいますか、問合わせがあったというふう

には聞いてございます。 

   クーポンの発行条件につきましては、延べで配布人数が7579人、金額にして1450万3000円という状況でございま

す。今換金の最中だというふうに聞いております。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 
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〇植木委員（植木 茂） 分かりました。 

   続きまして、妙高絆ツアーの開催についてお伺いいたします。この絆ツアーの開催について、実施状況と今後の

開催の見込みについてお聞かせください。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） お答えいたします。 

   現在までにもともと予算上は９回という形で、３都市がございますので、３回ずつ考え方でおりますが、今現在

実施済みのものは２回あります。今冬に向けて１回既に計画をされております。一部自治体のほうから、コロナが

ちょっとまたここに来て増えてきているので、今回ちょっと見送らせていただきたいという願いも出ているところ

でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） 分かりました。 

   続きまして、市内宿泊施設などで次回使用できる割引券等の配布についてお伺いしたいと思います。割引券の配

布方法及び対象宿泊施設の範囲はどのようになっておりましょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 次回使用できる割引券等でございますので、これ１月の宿泊からの平日に宿泊した方に

配布していくという形でございますので、これから配布という形になってまいります。 

   それから、対象の宿泊施設の範囲については、妙高ツーリズムマネジメントの会員であることはもちろんでござ

いますが、安全対策を今査察をさせていただいておりますので、やはり自信持ってお泊まりいただくという形の中

では、合格施設等にさせていただきたいと思っておりますし、さらには今回は言いづらいんですが、全額公金とい

う形になりますので、税の滞納とか、いろんな状況を調べた上で決定していきたいというふうに思っています。 

〇委員長（阿部幸夫） 植木委員。 

〇植木委員（植木 茂） 私から最後になりますが、大手ネットエージェントによる妙高市全体の観光ＰＲ、広告宣伝

についてお伺いします。 

   ネットエージェントの選定基準と見込まれる宣伝効果はどのようかお聞きかせください。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） お答えさせていただきます。 

   ネットエージェントは、幾つか当然会社がございますけれども、妙高市における契約、それから営業の実態を見

ますと、２社という形に絞られてまいりまして、その２社で全体の８割程度をカバーしているという中で、今回２

社を対象にネットエージェントと契約をしていくという考え方でおります。当然全国展開をしていただいておりま

すので、新聞にはない観光ＰＲにつきましては、全国的に展開ができるものというふうに期待をしておりますし、

誘客についても、ネットエージェント、店舗を構えるエージェントではなくて、ほとんどがネット上のエージェン

トというのが妙高市内における宿泊施設予約がほとんどでありますので、その効果は大きいんではないかなという

ふうに認識しております。 

〇植木委員（植木 茂） 私から以上です。 

〇委員長（阿部幸夫） それでは、①についてそのほかの委員の皆さんからいかがでしょうか。 

   堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） ちょっと１点だけ確認なんですが、先ほど割引券１月から使えるということで、宿泊の平日

限定ということで、ツーリズムマネジメント協会の会員であることということだったんですが、これ今回１月から
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使えるということで、期限ですね、いつまでにというような、ちょっと今の雰囲気ですと、１月とかその辺あたり

もコロナの影響でなかなか来てくださいというふうにＰＲするには、ちょっと厳しい状況なのかなと思うんで、そ

の辺の今期限あたりの設定どうでしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 以前ちょっと皆様に情報提供させていただきましたが、１月のお泊まりから配らせてい

ただきます。次回使えるものだけだと、やはり誘客に直接弱いということで、まず１月４日からの平日に泊まると、

ダイレクトに宿泊料金から引くものが2000円なら2000円、グループで引かしていただきます。次回リピーター割で

使えるのが4000円の券をつけます、グループごとに。それについては今言われたように、グリーン期における誘客

につなげたいという狙いもありますし、３月になるとスキー客が落ちるという中で、そのリピート割クーポンにつ

いては３月から11月末まで使えるという幅広い内容にさせていただいております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 次来るときには、一番ある意味お客さんが少ないような時期目がけて来てくださいというこ

とで期限つけたと思うんですが、あともう一つ、先ほどこの割引券のですね、宿泊施設はいわゆる公的な資金とい

うことで、いわゆる税金の滞納がないというような施設に限るということなんですが、さっきの安全セットもです

ね、それは国からの直接今回のコロナ対策の金かもしれませんが、ある意味公金という部分でいけばですね、割引

券はそこは厳しく見るけど、安全セットは皆さんどうぞというふうにしているのか、その辺どうなんですかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 今回もＤＭＯに対する補助であるとか、委託であるとか、いろんな事業やってきている

中で、ＤＭＯの理事会の中において、やはりその公金を扱うという考え方は、ＤＭＯの理事会の中で、やはり公金

事業という自覚を事業者にも持っていただかないといけないしということを、向こうのほうからやはりそういう声

が出てきています。ＤＭＯでは、実際には税金を滞納しているかしていないかというのは分からない、調査もでき

ませんし、今回の安全対策の設備を入れていただく補助金についても、市の補助金を委託させてもらっているので、

必ず市のほうに委任状みたいな形で税金を調べますという形を制度として取らせていただいています。そういう意

味でちょっと公金という考え方を今回さらにまた強調していきたいという考え方でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） どこまで話が本当にあれですけども、非常に宿泊施設ではですね、いわゆる税金をですね、

かなり滞納されている方も多くて、本当に今回ある意味公的なそういった安全対策を入れてもですね、今先ほど払

いますというような書面を取って、払いますというんですかね、じゃなくて払ってもらえるということ。調べます。

調べて……もう一回ちょっと。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 納税状況を確認しますということにしていただいて判こを押してもらって、市の職員が

納税状況を調べて、滞納していればおたくには補助金を入れませんよという形になります。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 分かりました。ということは、安全セットがあったり、そこで割引券を出してくださってい

る宿というのは、基本的に滞納はしていないという宿にしかいっていないという、ある意味公平性ということがあ

るということですね。分かりました。 

〇委員長（阿部幸夫） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 大手ネットエージェントと妙高市全体の観光ＰＲ、広告宣伝についてなんですけども、これ
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ネットエージェントを選定するのは、市でやるんではなくてＤＭＯさんのほうでここがいいんじゃないかというふ

うに市のほうへ持ってくるような形なんでしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 今回のまずクーポン券、キャンペーンそのものは、ＤＭＯの会員の宿泊施設という形に

なるので、ＤＭＯは自らの会員の宿に対して、エージェントの使用状況を調べていただいて、その上で例えば言葉

は悪いですけど、じゃらんであるとか、楽天であるとかというところを市内の会員の方を使っているところが８割

以上あるという中で、向こうから選定をいただくという形になります。 

〇委員長（阿部幸夫） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） それにじゃ選定はＤＭＯさんがするんですけど、それに対して市のほうとしては、じゃこの

エージェントがいいよ、このエージェントがいいよというような意見というのは差し込めるような形になっている

んでしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 基本的に今回の冬のキャンペーンについては、市からの委託ではなくて、ＤＭＯのやる

事業に対して市が補助するという形になっているので、本来市がちょっと言える立場ではないというふうに認識は

していますが、正式な理事会等で決定していく中では、私もオブザーバーという形で参加させていただいています

ので、そういう意味で意見を言える立場ではあるかなというふうに思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 私何でこんなことをお聞きするかというと、実は即決で決まったんですけども、先般青山学

院大学をここに名前入れるというのは、議員の間で10日までに、黙っていようよと言われたんだけども、それすっ

ぱ抜かれでもう８日の日には出ていたと。それはもうすっぱ抜かれたのでしようがないんですわ。しようがないん

ですけど、その後ＤＭＯの職員がそれを拡散しているというところがやっぱり問題だと思いまして、市としてある

程度議員に対してこういうことであるんであれば、ＤＭＯに対してもある程度こういう行動をするんだということ

を伝えて一緒にしないと、この広告宣伝効果というのがすごく今回薄れちゃったと思うんですよね。この10日まで

待って、妙高市長がぽんと出すことと、それと最初から漏れたのでは大分違うので、これ要望ではないんですよ。

市としてもう少し関わりを持てないかと、要望になっちゃうのかと思うんですけども、そこらあたりどうでしょう

か。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） ＤＭＯのやる事業に関しては、私たちは任せっきりにしているつもりもないですし、今

回は特に年間の予算かなりの金額認めていただいていますけども、一つ一つの事業をそれこそ計画を上げていただ

いて、一つ一つ決定させていただいていますので、どんなことをやりたいかというのを全部チェックはしておりま

す。勝手なことという言い方ないけど、彼らがしたいようにはさせていないということは間違いありませんので、

そこは今まで任せっきりになっているんじゃないかとか、いろんな批判がある中では、一緒に連携させていただい

てやらせていただいているという認識でいます。 

〇委員長（阿部幸夫） 渡部委員。 

〇渡部委員（渡部道宏） 確かに今までの連携はいいと思うんですけども、さらにこれから連携を強めていっていただ

かないと、今回のようなことが出てきてしまう。それで、市民の中ではやはりＤＭＯの職員が拡散させたというこ

とで、ちょっと不信感的なものが広まっているということも見られますので、なるたけ足並みをそろえていく中で、

この後運営のほうをしていっていただければと、それだけでございます。 



 

 - 35 - 

   以上です。 

〇委員長（阿部幸夫） よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） それでは、１時まで休憩としますので、よろしくお願いします。 

休憩  午後 ０時１５分 

再開  午後 １時００分 

〇委員長（阿部幸夫） 休憩を解いて、所管事務調査を続けます。 

   それでは②について、調査担当の宮﨑委員より調査理由の概要について説明をお願いいたします。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） よろしくお願いします。 

   ②番ですね、新型コロナウイルス感染症について、今後の経済回復に必要な政策に関連してということでありま

す。調査理由としては、収束する時期が見通せない新型コロナウイルス感染症について、市内の飲食、宿泊業を中

心とした今後の経済回復に必要な政策について、こちらのほうからちょっと質疑なんですが、今後必要と思われる

政策内容と規模についてということで質疑をさせていただきたいと思います。質疑内容３つありますが、まず３つ

通して私のほうでお話をしますので、それに対して一括でお答えをまずはいただきたいと思っております。 

   １つ目、プレミアム商品券の実績について、配布割合と使用割合はどのようかということです。 

   ２つ目として、国の第三次補正を見越して、今後必要と見込まれる経済支援の施策の時期あるいは規模、内容は

どのようか。そういったことの点が１つ。 

   もう一点、年末年始に向けた地域活性化支援事業による各商工会等の具体的な取組状況についてどのようか、お

聞かせ願いたいと思います。 

   以上、よろしくお願いします。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） では、１つずつということで、まずプレミアム商品券はオール妙高応援商品券のことで

よろしいですよね。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） そうです。 

〇観光商工課長（城戸陽二） につきまして、まず回答させていただきます。 

   配布割合については、まず販売実績という形で、対象者数、これは市民全員でしたので、３万1705人が対象とな

っていて、販売された実数が２万8805冊、販売率は90.9％という形になります。それに対しまして、使用の実態で

ございますが、まずこれ販売実績で言うと２億8805万円になりますので、換金総額は２億8712万2000円、換金率は

99.68％という形になり、ほぼ換金されたという形になっております。具体的に、市内と市外の割合で申し上げます

と、本店の所在地で区別させていただきまして、市内が6885万3500円、率にして23.99ですかね、市外が２億1826万

8500円、率にして76.100ぐらいで、四捨五入の関係でずれますが、という形でございます。 

   次、国の三次補正を見越しての内容でございますが、国の三次補正は御存じのとおり、つい先日１兆5000億円で

すかね、が決定されまして、妙高市への配分というのは当然まだこれからになりますという状況でございます。観

光商工課として、地域経済の活性化ということと感染症予防という形になろうかと思うんですが、この後もお答え

しますが、さっきもお答えした観光面で言うと、まず１月から今度リピート割のクーポン券の配布が始まるという

ことと、今現在年末年始に向けて各商工会さん、会議所さんがやっている商品券というのがありますので、その状

況も見極めなければいけないかなというふうには思っております。重複した内容をやると、今度事業者の方の混乱

も考えられるかなと思っておりますので、またその辺市全体でどういう対策がいいかということで、また商工事業
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者の皆さん、観光事業者さんとの意見等も聞く中で判断していく形になろうかなというふうに思っております。 

   それから、年末年始の商工会さん、会議所さんがやっている実行委員会でやっていただいている30％のプレミア

ム商品券ですが、これについては10月の臨時会で皆様から議決いただきまして、スタートさせていただきまして、

3000万円の予算プレミアム分30％ですかね、やっております。12月の市報と一緒に全戸に引換券を配布させていた

だいて、12月７日から販売を開始しまして、私ども今手元に来ているのがちょっと古いですが、９日現在は2121冊

ということで、9500冊限定という形なので、22％の販売総数という形になっている状況でございます。 

   以上でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） ありがとうございます。細かいほうもまた皆様から質疑いただければと思うんですが、私か

らまず１点なんですが、Ｇｏ Ｔｏキャンペーン来年の年明けて、ゴールデンウィークあたりまで延長ということが

今お話がちょっと取り沙汰されていますが、それに向けて妙高市もおでかけクーポンとキャンペーンですかね、こ

ちらのほうも並行して延長といいますか、そういった予算があれば、そこまで延長で引っ張っていけるのは可能か

どうかということについて、ちょっと質疑したいんですが、お願いします。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 今確かに報道等ではＧｏ Ｔｏは延長される方向だというふうに出ておりますが、あくま

でも今市は単年度予算でやらせていただいているので、冬のダイナマイトキャンペーンについては、先ほどお答え

したように11月30日まで使えるということで、換金がどうしても翌年度になるので、今回あらかじめ繰越し設定さ

せていただいていると思いますが、来年の今度それぞれ冬は今ダイナマイトキャンペーンという形で今やろうとい

うふうに思っておりますので、それが終わった後どうするかというのは、先ほど言ったように国の三次補正の配分

等を見ながら、またいろいろ検討していくことになろうかなと思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 宮﨑委員。 

〇宮﨑委員（宮﨑淳一） ありがとうございます。いずれにしろ、まだ正確に予算が配分というのが決められていない

中で、なかなかお答えがはっきりしないのは致し方ないと思いますが、ぜひまたそういった地域事業ですか、活性

化に向けた取組をね、また新たなものと制作したり、また継続という形で実行していただきたいというふうに思い

ますので、私のほうからは以上です。 

〇委員長（阿部幸夫） それでは②について、ほかの委員の皆さんからございますか。 

   堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 今ほどプレミアムの市内の利用と市外といいますか、市内本店と市内外ということで、前に

も過去のプレミアムの率を聞くと、大体８、２ぐらいで、どこでも使える商品券をプレミアムの商品券を発行する

と大体８、２でいわゆる外といいますかね、市内に本店のあるところが２割ぐらいだということで、今回若干です

かね、一応その市内で使われる方が多かったと。24対76なんで、少しは改善したのかなと思うんですが、今やって

いるのは市内業者のみに30％ということだと思うんですが、これはやっぱりどこでも使えるプレミアム商品券にし

たとしても、この市内の割合を上げていく努力というのは、必ず必要だと思うんですよね。いつまでたっても、８、

２の割合でいったんだと、あまり本来の目的といいますか、今回の場合は春のあれは50％は市民向けの援助といい

ますか、いわゆるそういう補助的なものもあったと思うんですが、実際に市内のお店の方々もこういうプレミアム

しょっちゅう要望で出てくるんですが、努力の影が見えているかどうか、その辺課長から見てどうですかね。いわ

ゆる市内のいろんなことをやっているようだけど、少しは今回上がったようですけど、もっとこういう方法がある

んじゃないかとかという、今後も出していくと思うんですよね。恐らく消費刺激策というと、こういうプレミアム
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系が多くなってしまうと思うんですが、その辺どうですかね、課長の考え的には。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） いろいろ事業に当たっては、商工団体の方と意見交換をさせていただく中で、特に今年

になって、今年というか、このコロナ禍の中で感じているのは、議会でもよく取り沙汰されますけど、要は換金の

手数料がかかりますとかいうことで、基本的には今回コロナ禍のプレミアム商品券は、基本的には手数料を一切取

らないでやらせていただいています。前に議会の場でも言ったと思いますけど、本来はやはり事業者の方もある程

度は血を流してという言葉がいいかどうか分かりませんが、身を削ってでも、やはりやるべきじゃないと、やっぱ

りこの時代は難しいんじゃないかなというふうに思っています。本来私たちが思っているのは、プレミアム商品券

を使ったら、やっぱりこれだけのプラスのサービスがあるというような形で、販促みたいのをしていただくのが本

当は理想かなと個人的には思っていますし、それも期待したいところですけど、なかなか本当にコロナで疲弊して

いて、厳しいという声しか確かに来ないんだけど、厳しい、厳しいをずっと行政の支援だけでやっていけるのかと

いうところがやっぱりありますので、そういう意味で例えば商工会議所さんが前回オール妙高商品券で、買ったら

ガラポンをやっていただいたとかという、そういう団体の力とかも必要だとは思いますが、やっぱり事業所さんの

努力はちょっと促したいという言い方も変ですけど、期待したいところかなというふうに思っていますけど。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 非常に苦しいという、各事業者さんが本当に少しでもいろんな経費削って経営していきたい

という中で出てきたプレミアム商品券なんで、そこで手数料という形になると、またいやそれだったらというふう

な、でも自分たちがもうかるわけなんでね、これは必ず税金投入されている事業で、自分たちが少しでも来るよう

にしなければならないと思うんですけど、先ほど換金率は99.68ということで、残りの3.2％ぐらいというこれ金額

にすると幾らぐらいいわゆる使わないで流しちゃったというのがあるんですかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 観光商工課長。 

〇観光商工課長（城戸陽二） 92万8000円になりますね。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 多分いろんな全国でこういう統計取っているか分かりませんけど、多分換金率高いんじゃな

いですかね。前どこかの市か何かに行ったときに換金率95ぐらい、それ見越してその５％は宣伝広告費に先に使っ

ちゃっているみたいなところもあったりとかしてですね、そんなやり方あるんですかなんていうことで、必ず中に

期限過ぎちゃって忘れているのが過去のずっと統計上だとそれぐらいあるんで、それはだからもうある意味使って

も先にいいような、それで宣伝広告しているというようなことがあるんで、ぜひもし過去のそういった幾つかプレ

ミアあって、換金率が妙高市民の方にやるとどれぐらい平均で大体出てくると思うんですよね。もしあれだったら

その部分を何か本当はいけないと思うんですけど、というのもアイデアの一つかなというふうに思いました。 

〇委員長（阿部幸夫） ほかよろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） それでは、次の調査項目に移ります。 

   ②についてはこれで終了しますので、観光商工課の皆さんは退室していただいて、どうもありがとうございまし

た。 

                   〔観光商工課退室、農林課入室〕 

〇委員長（阿部幸夫） それでは、引き続きまして、③について調査担当の堀川委員より調査理由の概要について説明

をお願いします。 
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〇堀川委員（堀川義徳） じゃ、３番目として、道の駅の四季彩館みょうこうということで、運営状況についてお伺い

したいと思います。 

   ７月にオープンして半年近くたったわけですよね。コロナ禍のど真ん中の中でオープンしてですね、オープンす

るまでも紆余曲折あってなかなか思いどおりにはいかなかった施設なんですが、オープンしたときからもですね、

本当にある意味時期的には最悪の時期にスタートし始めたのかなということで、ひだなんとか、とまとと比べて、

比較するものがないので、本当に人数ですとか、そういうのは恐らく少ないのは当然少ないと思いますが、例えば

そういう比較するものがないので、そういう前提でちょっと質疑させていただきますが、まずですね、今まで半年

間の余りにですね、どれぐらいの人が来て、販売に係る、これできればひだなんさんの生産組合が何名で、こっち

側の四季彩館みょうこうのいわゆるその登録している農家さんが何件という形で、ちょっと対象を同じ道の駅の中

ということで、ちょっとその辺の比較だけはさせていただきたいと思いますが、それであと出荷量ですよね、多分

私も最初登録しようかなと思って、四季彩館みょうこうのほうに行ったんですけど、大体いついつぐらいの時期に、

何々という品物をこれぐらいみたいな形で登録していると思うんで、実際に出荷量あたりもですね、ひだなんさん

と比較するものがあればちょっとお伺いをまずしたいと思います。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 私のほうでちょっと把握できている数字で幾つかお話をさせていただきたいと思いますが、

まずは７月の11日にプレオープンしてからのこれまでの入館者数ですね、あの施設についてはカウンターがついて

おりますので、それが11月末までで約13万4000人です。そのうち売上げに関連するということで、先ほど植木委員

の御質疑ありましたけど、レジを通った方が約４万9000人です。その内訳としましては、ちょっとレストランの話

も入ってしまいますが、直売所のほうのレジ通った方が４万人で、レストランのほうが9000人というような状況に

なっております。 

   それから、売上げですが、11月末までで約5000万円です、あの施設全体として。内訳としましては、直売所のほ

うが3500万、それからレストランのほうが1500万というような内訳になっております。 

   それから、直売所のほうの生産者の登録の状況ですけども、まずちょうどプレオープンのときにもちょっと議論

がありまして、あの頃の登録者が60人でした。６月末ぐらいから７月にかけてということですが、直近では11月末

でいただいている数字が111人ということになりましたので、50名ほどですか、増えているという状況になっており

ます。 

   それから、コロナ禍ではやはりひだなんさんとかぶっている方が７割、８割ぐらいがいらっしゃるということで

すので、独自に四季彩館みょうこうだけの出荷者もいれば、ひだなんさんと両方に登録をされている方もいらっし

ゃるという状況になります。 

   あとちょっと出荷量のですね、個別のやつはちょっといただけなかったんですけど、全体のこれまで７月からの

直売所における販売の点数ですね、個数というんですか、それは全体で７万2000点ぐらいですね、個数としては売

れているという状況がございます。現状ではそんなところでございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） ひだなんさんは、たしか農家の登録者は250人とか200、もうちょっといますかね。60人から

大分半年間の間で111名と、ダブっている方もいらっしゃるということで、大分増えてきたと思うんですが、私も正

直今日の朝どんなもんかなと、この時期はあまり野菜がないんで行ってみたんですけど、とはいえその後ひだなん

にも行ったんですけど、同じ時期ですので、同じ野菜は出荷できる可能性はあるわけですよね。ダブっている方も

いらっしゃるし、ひだなんさんに出している農家さんだけ南国で生産しているわけでもないので、そうなると非常
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に正直にみょうこうさんのほうには、野菜が少なかったんです。多分課長も御存じだと思うんですけど、非常に少

ないということで、少ないからお客さんが来ないのか、来ないから農家さん、生産者もみょうこうに置いておいて

も売れないからひだなんに持っていくというような流れなのか、本当にお客さんが少ない理由というのは、その生

産物が少ないのか、立地的なものかというのはなかなかこれコロナ禍の中で判断しづらいんですけど、少なくとも

比べると、圧倒的に置いてある、いわゆる野菜の量が少ないというこの原因というのは、どういうふうに分析して

いるんですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） いろいろな要因があると思いますけど、１つは基本的にその出荷者を登録している人数が約

３倍ぐらい違うわけですので、そういった方々のうち、日常的にお出しになる方が同じような比率であれば、どう

しても差が出てしまうというのがあります。それから、ある程度七、八割そのかぶっているということもあります

ので、商品構成がどうしても同じような形になるという部分からすると、お客様のお気持ちからすれば、既存の側

に行ってもこちら側に行っても同じ物が買えるんであれば、向こう側のほうがもともとたくさんの店舗があるわけ

ですので、そういったものではそちらのほうに行きがちな部分がどうしても出てしまうというのはあります。アン

ケートでも反対側と同じものしか売っていないねみたいなやっぱりアンケートもありますので、そういったのも一

つ絡んでいるんだと思います。そういったもので少しずつみょうこうのほうへ来るお客さんが減っていることと、

出荷量がまたそのほうの形に流れている部分もあるんではないかというふうに思っていまして、やっぱりその辺を

少し変えていかないと、四季彩館みょうこうとしての独自性といいますか、そこがなかなか発揮できないと、集客

を維持していくとか、上げていくのは難しいんではないかというのは、指定管理者とも同じ考え方で今いろいろ協

議しているところでございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 出店に係る手数料もルール的に若干違うというのも、それが100％原因ではないと思うんです

が、今の出荷が非常に少ないということで、今農家さんの数がということなんですけど、当初やはり造る目的とい

いますかね、２か所であの道の駅、国道挟んで右と左で同じような施設で、レストランも直売でもといって、当初

は相乗効果というような流れで、２つともどんどん、どんどん、切磋琢磨して売り上げていくというような想定は

していたんですが、コロナという今のこの状況を鑑みても、ちょっと差があるのかなという、あまりにも四季彩館

みょうこうというですかね、みょうこうというか、あそこの道の駅自体ですよね、に行く方の数が少ないのかなと、

市長はね、防災のいわゆる拠点なので別にいいんだと。何かあったときにそこに集まればいいんだよと言いますけ

ど、いわゆる農業施設的にはそれじゃ困るわけですね。一応建前上は、農業振興のためにああいう施設を造って、

農家さんがどんどん生産物を出してもらうと、振興のために造った施設なので、お客さんが来なくてもいいという

ことではないと思うんですが、今後ですね、どうやってこっちに呼び込むのかというようなことで、私もいろいろ

ちょっと聞くと、やっぱりまだ知名度というか、走っていて、あそこ何かあるねぐらいで通り過ぎちゃう方が多い

と。あれどこまで看板作れる分かりませんけど、もっとですね、長野県に行くいわゆる上りというかね、長野側か

らの車線の方に、ここは直売所もあって、レストランもあるんだというような、やっぱり大きな看板なりを立てる

必要があると思うんですが、それはどこかの予算でそういう話とか出ていないですかね、これ。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 施設の看板につきましては、今年度ですね、これ道の駅全体に関わるほうですので、観光商

工課のほうの予算にはなるんですけども、看板を設置することになっておりまして、それは発注をされております

ので、これから年度内には完成する予定で考えております。 
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   それから、やはり心理的な部分もあると思うんですけども、新しいほうの道の駅が全体で165台ほど駐車場があっ

て、非常に既存のほうに比べても広い割には数止まるスペースが広いんで、どうしても同じ台数止まっていても、

やっぱり少なめに感じるところもあったりしまして、そこらあたりもあるんじゃないかと思っています。 

   あとちょっと売上げの話をさせていただきますと、昨年の11月の臨時議会で指定管理の指定について、皆さんか

ら御議決をいただいたときに、あのときお出しした資料の中では、一応令和２年度の売上げとしては、四季彩館み

ょうこうとひだなん両方合わせて、令和２年度２億9000万円を目指しますということで、今の指定管理者からいた

だいた提案書ではなっていたんですね。それについて、今年の状況から考えると、このコロナの影響があったりと

か、あとみょうこうのオープンが遅れたということがあるんですけども、それにしてもこの数字から大きく乖離す

るかというと、案外そうではなくてというのがあります。それ１つは、ひだなんさんが思ったほどは下がらなかっ

たという部分もあるし、みょうこうのほうもそこそこ７月からだったんですけれども、売上げがあったということ

ですので、そういう点ではそれほどひどくはないかなと思っています。ただ、みょうこうとひだなんを比べてしま

うと、なかなか妙高の頑張り度がまだ足りないというのはおっしゃるとおりかなというふうに思っています。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 今の話聞くと、私も朝ひだなんのほうにもちょっと話行って、そんなにもうちょっと極端に

言うと、例えば半分になったとか、３分の１になったとかという話ではないですし、逆にみょうこうさんができた

おかげでという、それもちょっとなさそうだということで、今ほどの話からいくと、遅れたり、コロナもあったり

したかもしれないけど、みょうこうのほうもまあまあというふうなことを考えたときには、やっぱり野菜が売る物

があればそれなりに行けるというような私は感覚があるんですよ。今は本当にこうある意味ダブって登録している

方は、どっちかといったひだなんのほうに持っていったほうが売れるから持っていっちゃえということで、向こう

に持っていっていて、もう置き切れなくなったものをこっちに持ってきたりみたいな形、みょうこうに持ってきた

りということがあるので、やっぱり生産物を集めるのが私も今日行ったけど、もう広い売場スペース的にはすごく

広くて伸び伸びしていて、もうひだなんさんなんて、こうやって横にならなきゃ通れない、通路にもきっちりね、

置いてあるんですけど、こっらのみょうこうのほうは非常に広々としているんですが、本当に野菜もがさがさがさ

がさで、山盛りのこういうのがないんで、消費者的にも何か大丈夫かなというような形があるんで、とにかくやっ

ぱり野菜を集めるということが大事だと思うんで、今111名といったその取引というかね、登録している方の数を増

やす努力はしなきゃいけないと思うんですが、何かそれで今後のことも増やしていこうという、ひだなんさんは

300人もいるということなんですけど、こっちまだ３分の１なんで、それをやっぱり増やしていかなきゃいけないん

ですけど、その辺の対策というのはどのようにお考えでしょうか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 出荷者につきましては、随時出荷者の登録は受け付けていますということについては、お伝

えをしておりますし、それからひだなんのほうの出店者会、これにこにこクラブという組織ですけど、そちらのほ

うについても、可能な方についてはみょうこうのほうにも登録しましょうということで呼びかけをしていただいて

おります。そういったのがあって、徐々に増えてきている部分があると思うんです。ただ、どうしても今回たまた

まこういう経過があったせいもありますけども、ひだなんを実質運営する組織とみょうこうの直売所を運営する組

織が替わってしまったものですから、片方は10年、20年のお付き合いがあって、ずっと人間関係も分かっている部

分があってですし、もう片方は新しくというのがあるもんですから、そこの違いがなかなか乗り越えていけないと

ころが現状としてあります。出荷する皆さんも、やっぱりどっちか量がそんなになければ親しみのあったほうにお

出しになるという部分があって、特に今年は夏の長雨で野菜が少なかったもんですから、そういったことも含めて、
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やはりふだん例えば２か所登録してあったとしても、どうしてもひだなんのほうに出すような傾向になってしまっ

ているというのがこれまで続いてきたんだろうということで思っております。やっぱり委員おっしゃるインパクト

のあるような直売所だって雰囲気を出したいんですけども、そういったものが今なかなか出せていないというのが

ありまして、そこをどうにかするのがこれから必要な課題だというふうに思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 確かにひだなんも、私も昔から知っていますけど、いろいろあったんですよね。本当に生産

者がもうばらばらになったり、いろんな問題があってやっと今本当に人間同士の信頼関係であそこまでの組織にな

ったということで、昨日、おとといさあ始めましょうといったみょうこうにすぐ生産者の方々は大分高齢化なって

いますし、作れる量というのもそう同じ規模の直売所ができたから、じゃ去年の倍野菜作って両方に納めようとい

うことにはならないと思うんで、これやっぱり来年度さっきの米価の話じゃないですが、米価が落ちるのも分かっ

ていますし、県でもね、施設園芸といいますか、いわゆる園芸を進めましょうと言っているので、ぜひ今まで野菜

を作ったことの、いわゆる園芸をしていない方、若い本当に生産者の方々に、いや、米作るよりもという、要は今

あるひだなんのお客さんを取るというよりも、新しくやっぱりこれから本当に米と野菜を一緒に作って、本当に農

業で独り立ちするんだという農家さんに育てて、その売場としてやっぱり四季彩館みょうこうというのを使ってい

かないと、恐らく本当にひだなんさんに出している方々高齢者で、多分今本当頑張ってやってもらっているんです

けど、これが本当じゃ５年後今の人数のスタッフと同じも作れるかといったら、ちょっとあれなんで、ですので、

ぜひこっちのみょうこうのほうにそっちの人を取るんじゃなくて、新しい生産者をつくるというような形で、いわ

ゆる生産者を増やして直売所の農産物を増やすという方向にシフトしていかないと、本当に両方がうまく当初の目

的のいわゆる相乗効果というところにはならないと思いますので、その辺だけしっかり来年度以降の予算措置も含

めてですね、そういう政策誘導するような形でお願いしたいと思います。 

   あと２点目としてレストラン、これ当初も最初海鮮と聞いたときには、海のない市なのに海鮮かよと思ったんで

すけど、これ実際どうですかね、レストラン、先ほど直売所3500万に対してレストラン1500万ということで、当初

の見込みよりやはりコロナのことも含めてもうちょっと売上げが少ない、半年で1500万ですからね、ちょっと少な

いのかなという気はするんですけど、実際やられている方とどういう意見交換の内容どうですか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） やられている方とそれから指定管理者双方とお話をしていますが、７月、８月、９月ぐらい

までは比較的出足とすればそれほど悪くはなかったというような印象を持っておりました。ただ、10月以降ですね、

多少コロナの影響も出てきたところがあると思うんですけども、思ったような売上げに行っていないという部分が

あったりします。それで、当初やはり価格体もかなり高かった部分もちょっと敬遠されがちだった部分もあったと

思いまして、それについてはここのところかなり廉価のものといいますか、も出てきているという部分もあります

し、11月に市内の６つの直売所とか、食堂を持っているところでそばまつりというのをやりましたけど、そのとき

には一応780円でそういったそばを店でも出していただいて、結構お客さんがあったということがあります。そうい

った意味ですると、もともと持っている海鮮の強みというのはあるんですけども、それ以外にやはりその地域の皆

さんの経済力といいますか、そういったものに合うような価格帯のものを出していただきながら広げていただかな

いと、なかなかちょっと今の状況を変えていくのは難しいところもあるんじゃないかというふうに思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 確かにじゃ海鮮が何となく地元のいわゆる特産品じゃないといいますかね、妙高市内で捕れ

る魚じゃないものを提供して、それが特色かと言われて、じゃ普通の山菜とか、そばにするかというと、非常にや
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はり似たようなところでも同じ、非常に難しいんですよね。今の反対側のひだなんさんたちのあそこのレストラン

いっぱいあるわけですよね。あれじゃなくて、独特の地元のメニューというのは、非常にね、本当に私も考えても

何があるのかなという、フレンチにするにも、洋食にするにもというのがあるんで、今取りあえず海鮮という形で

進んでいると思うんですけど、これやっぱりそばだとかにしてしまうと、非常に今のひだなんもそうですし、それ

以外にもラーメンもそうですし、いろいろ既存の道の駅のほうにたくさんあるということでダブっちゃう可能性が

あるんですが、しばらくやはりこの提案された海鮮という形で、今話したちょっとそば入れたりとかしているみた

いですけど、やっぱメインは海鮮という形でまだしばらくこれ進む予定なんでしょうかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） もともとこの会社の業態としては、海鮮中心ということがありますので、やっぱりその会社

の持っている強みというのはちゃんと生かしていかなきゃいけないというふうに思っております。そういう点では、

そこが逆に言うとその反対側の道の駅との差別化だという部分があるわけですけど、ただ地元のじゃ食材とか含め

てどうかというところになりますと、米とかみそは100％当然地元のものを使っていただいておりますし、またちょ

っとした小鉢みたいなやつについては、直売所から実際に野菜を持っていっていただいて使ってもらっている部分

があります。私どもこの間もちょっと話をしている中では、今年７月のオープンだったせいもあるんですけども、

例えば春先の山菜をもう少しいろんな形の料理として、メイン料理にはなかなかできないと思いますが、使っても

らうとか、そういったもので次年度の春からですね、もうちょっとその地域のものを生かしてもらいたいという話

もしておりますし、あと食推さんたちからもいろいろ当初意見言っていただいたときには、やっぱりタケノコ汁み

たいなのはここでも出すようにしていってほしいという話もありますんで、そういったこちら側からの提案という

のも幾つかさせてもらっていますんで、そういったものを受け止めていただいて、メニュー構成というのは少しず

つまた考えていただければというふうに思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） あそこを使う方、恐らく地元の方が毎日ランチ食べに行くというような店ではないと思いま

すので、本当に高速道路やいわゆる長野とか、いわゆるそういった車で来た方が何か地元の料理だねというふうな

形で寄ったときには、恐らく海は当然、もっと広いエリアの地元ということを考えると、本当に生命地域じゃない

ですけど、妙高山のてっぺんから日本海までというふうなことを考えたときには、何か海と山の幸の何かセットと

かですね、もうちょっと広い意味で、あまり海鮮にこだわらなくても、もうちょっと広い意味で定食の名前はイメ

ージできませんけど、生命地域丼でもいいです。そういう何かもうちょっと広くて野菜も地元のさっき言った山菜

とかもふんだんに使ったり、要はすごいねと、大体どこかの温泉の料理行くと、長野県なのに刺身あったり、馬刺

あったり、これ一体どこなのみたいないっぱい料理とか出てくるんで、ああいう形で本当にここに来るとおいしい

とにかく山菜があって、おいしさ魚もあるということで、そういうふうな形で差別化していくのかなというふうに

思うんですが、それにしてもちょっと価格帯がやっぱり高いような気もするんですけど、今日見ても2200円の海鮮

丼とかいう形で、安いのはどれぐらいあるか分かりませんけど、だけどここは、安易にラーメンですとか、お子様

定食みたいなものに手を出すという言い方おかしいですけど、メニューを変えると、何かサービスエリアにある普

通のレストランになってしまうというふうに思うので、そこはしんを持ってですね、最後までそのコンセプトを貫

き通すということにしていただきたいと思います。 

   あと最後に、雪室なんですが、昨年雪暖冬でなかったということで、あのときはいろんなその利用者さんから意

見募って、今後使い方についてはみたいな話だったと思うんですが、具体的に今年あたりはどんな使い方をすると

いうような形で話合いが進んでいるんでしょうか。 
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〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） まず、雪室につきましては、前の年の冬ああいう状況でしたので、今年こそということで話

はしております。もともと使う野菜関係については、雪下野菜ですとか、雪室野菜と言われているものに適してい

るものがありますので、ほかの事例からしてもお米ですとか、それからこの冬野菜では大根ですとか、ジャガイモ

ですとかという根菜類の関係ですとか、そういったものを入れていきたいというふうに考えているところでござい

ます。 

   あと先般指定管理といろいろ話した中では、今年市内のほうでソバがかなり豊作だったんだそうです。それで、

それもできれば雪室のほうに保存して、味の劣化をですね、防いだ上で来年の春以降というか、初夏にかけた一番

要するにおソバの新ソバから遠い時期になる時期に出したいくのもいいんじゃないかという話をしていまして、そ

ういったものを今年入れましょうという話合いをしているところでございまして、今年こそは施設の特徴である雪

室をですね、どうにか実際に機能させるようにしたいということで話をしているところでございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） １つ確認なんですけど、その雪室を使った野菜ですとか、今ソバですとか、米や酒もそうだ

と思うんですが、それは今の直売所というか、ひだなんとか、あと四季彩館みょうこうですとか、そこで使うレス

トランにも当然いわゆる雪室で貯蔵したお米を使ったいわゆる海鮮丼ですとか、雪室の中に入れて熟成させたそば

粉を使ったそばです、ひだなんですみたいな形になっていくんでしょうかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） あくまで使っていただけるんであれば、その使い方についてはありだと思っていますし、そ

れはただおのおの食堂についても、全体では指定管理者一緒ですけど、運営者がおりますので、その方々がどこか

らそういった原料を調達する考えがあるかということで話になると思います。ただ、特徴づけとしてそういったも

のを使っていますというのも一つあると思いますので、それは今年ちゃんとした雪室の活用ができれば、そういっ

たところも含めて、利用方法を一緒に考えていただければと思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 堀川委員。 

〇堀川委員（堀川義徳） 先ほどから指定管理者一緒ということで、こんなときこそですね、指定管理者が一緒なので

逆に一つの雪室、あっちに使ったけど、こっちに使わないんじゃなくて、本当に一つの雪室を要は直売といいます

かね、地元のレストランで提供できるというような形にしたほうがですね、妙高市の右でも左でも、本当に雪室の

こっちは米だし、こっちはそばだしみたいな形で、ＰＲできるのかということなので、ぜひ指定管理者が同じだと

いうことを逆に上手に使うというんですかね、ある意味統一化できるといいますか、１つにできるということなの

で、その辺はしっかり指定管理者のトップの方によく話ししてもらって統一をしていただければいいと思います。 

   私のほうは以上です。 

〇委員長（阿部幸夫） そのほか③について。 

   村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） ちょっとお願いします。先ほど調査主任の堀川委員から、冒頭ひだなんと比較してみたいな

話があったんで、ちょっとそこら辺で聞かせてもらえばと思うんですが、みょうこうのほうがですね、売上げが

5000万あったと。そのうち直売所が3500万でレストランが1500万というふうな内訳の中で、比率としては、1.5対

3.5とか、そういう中になっていると思うんですよね。そういう中で、ひだなんさんのほうの例えば同月比で、どん

なふうになっているか、ちょっと売上げのほうを教えてもらえればと思うんですが。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 
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〇農林課長（吉越哲也） ひだなんさんについてですね、今年の４月から一応11月これ速報値になるんですけども、の

やつを見ますと、直売所の売上げが約１億3800万、それに対しまして食堂が2640万ぐらいですので、ひだなんさん

に関していえば、約５倍ぐらいですかね、開きがあるというところになります。ひだなんについては、去年との比

較もあるんですけど、やっぱり今年のコロナの影響は、直売スペースよりも食堂のほうに圧倒的に影響が出ている

という状況があります。特にひだなんさんは、どちらというと、高速道路を利用される方のお客さんも多いという

ことがありまして、５月あたりは去年の３分の１以下に落ちたんで、食堂については。席数も減らしているという

部分がありますので、そういった傾向があります。ただ、最初の御質疑にお答えすれば、比率は５対１ぐらいの今

比率だというのは、ひだなんさんの実情でございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） そういう感じだと思うんですよ、通常だと。それに比べて、みょうこうで言うと、レストラ

ンのこれ割合が結構大きいわけですよね。これはレストランが大きいというのか、直売所が小さいというのか、そ

こら辺の考えだと思うんですけど、先ほどからもあるんですけど、私レストランで言うと、客単価はやっぱり高い

んだと思うんですよ。私も食事させてもらったんですけど、やっぱり比較的安いの頼もうと思っても、高いと。そ

れだけど、商売であるからには私それでいいと思うんですよ。例えばそれですごくいいものを感じて、またリピー

トしてね、行かれるということであれば、非常にいい結果が生まれてくるんだと思うんで、それはそれでいいと思

うんですけど、じゃ直売所のほうはといったときに、やはりそれと比べてしまうと、やっぱり商いという意味では、

なかなかこれは立ち行かないというか、厳しい状況だなというのは物すごく伝わってくるんですよね。コロナの関

係で、やっぱり飲食というのは非常に厳しいもんだから、当然これ売上げ落って当たり前なんですが、逆にこれだ

け頑張っているということは、直売所の頑張りはどうなのかというふうなことにもなりかねないと思うんですよね。

それで、ただそういうことはある程度オープン前から想定できたことじゃないかなとも思うんですよ。私もその辺

で、例えば２つの道の駅ができるということで大丈夫なのか、最初質疑したときにですね、若い生産者が特に育っ

てきていて、供給に対しても十分なのだと、そういう中でやるんで大丈夫なんだよというふうなことで納得した経

緯があったのをちょっと思い出したんですけど、その辺逆に言えば読みが甘いというふうなことも言われてしまわ

ないかなと思って感じているんですが、その辺どんなふうなお感じ。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） まず、当時お答えした出店者の構成については、あれはひだなんの全体のことについて申し

上げたんですけど、40代の方も増えてきている部分があるのは事実です。そういった点では、決して高齢化だけが

進んでいるわけではないというのがあります。ただ、実際問題として、ひだなんとみょうこうに両方出していくこ

とを頑張っていこうということで、今年の３月ぐらいまではにこにこクラブという組織が総会に行ってもみんなが

同じ話をしていた部分があったんですけども、先ほど申し上げたとおり、現実問題として、２つの直売所の実質の

運営者について、違う者がなってしまったということと、あと今年は非常に長雨で、夏野菜が一番出せるときに物

がなかった部分があって、そこが大きく左右してしまった部分だというふうに思っております。私もそこそこ生産

者とお付き合いしているんで、どうにかみょうこうに出してくれないかとお願いに行くんですけども、やっぱりひ

だなんに出しただけで終わってしまうという方も結構いらした部分があったりするんですね。例年だと豊作ででき

過ぎていると、ひだなんで同じ品物が増えているんで、むしろ今回２つに分ければ上手に売れるんじゃないかとい

うお話をしていた時期もあったんですけど、その考え方は見事にちょっと今年は外れてしまったという部分があり

ます。ただ、村越委員がおっしゃるとおり、今直売所のほうの頑張りが足りていないというのは、それは間違いな

いことだと思っておりますんで、そこはやっぱりどうにかしていかなきゃいけないし、先ほど申し上げましたとお
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り、商品構成についても少し違いを出さないとなかなかお客さんに結びついていかないという部分も重々分かって

いるところだと思っております。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 最後にしますけど、商売はかなり厳しいもんだと思うんですよ。いろんなところを比較して、

ここ行ったけど、やっぱり満足感がなければやめちゃおうと、当然お金出す立場からすればそんなふうな考え方な

んだと思うんですよ。そういう意味で、やっぱりないならないなりの頑張りというか、そういうのが伝わってくる

とは、また行かなくちゃなというふうなことになると思うんですよね。そういう意味で直売所もね、まだまだ私頑

張っているみょうこうさんのほうですけど、方が見えるので、その辺はですね、やっぱ踏ん張って一層頑張ってい

ただきたいのと担当課のほうもですね、ぜひ力入れて今後も進めていただきたいなというふうに思いますので、よ

ろしくお願いします。 

〇委員長（阿部幸夫） それでは、次の調査項目に移ります。 

   ④の調査項目、村越委員より調査理由の概要について説明をお願いいたします。 

〇村越委員（村越洋一） 最後になりましたし、だんだんと人が少なくなってちょっと寂しいんですけど、それはちょ

っと別にして、しっかりやらせていただきたいと思います。 

   事前に通告してあると思うんですが、農業振興施設の現状及び今後の運営方針ということで、４つの施設、長沢

茶屋とそれから大滝荘と深山の里と苗名の湯、これの現状及びコロナ禍に関する影響とか、そういった対応と、そ

んなふうな質疑になるんですが、御存じのとおり先ほど指定管理のほうでですね、大滝荘、それから深山の里、苗

名の湯、これみんなやっておりますので、私も発言させていただいたりして、私のほうからは特にその件について

はありません。長沢茶屋は扱っていないんで、これについて中心に伺わせていただいた後、ほかの委員さんからも

しあればお話しいただいたり、全体通してでも結構なんですが、そんなふうな進め方でよろしいかなと思いますの

で、よろしくお願いします。 

   ということで、長沢茶屋の現状、それから今後の運営ということでお伺いしたいんですが、12月10日、昨日から

２月の３日の水曜日まで臨時休業というふうなニュースが突然流れて、私もびっくりして、これからもう行けない

んだと思っていたんですが、これについて流れている話もあるんですが、ちょっと理由について詳細お伺いしたい

んですが。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 御説明させていただきます。 

   長沢茶屋につきましては、昨日からですけども、今実際に店舗運営している小林さんという方がもともと東京の

御出身の方なんですが、その方の奥様の実家のほうで御不幸があって、一旦どうしてもそちらに出なきゃいけない

という事情がありました。そのことに伴って一旦東京に行ってしまいますと、やっぱり地域のほうの感情として、

帰ってきた後やっぱり２週間はきっちり自粛をしていただきたいという、そういうお願いがあるんです。それがあ

って、まず年末にひっかかってしまうということと、今月うち下旬まで営業した後ですね、年明けについては、も

ともと今地域のこし協力隊員として入っているんで、かなり代休といいますか、そういったものがたまっている部

分を１月に消化したいというお話があったんですよね。それがまた１月中だけの話だったりのに加えて、奥様実家

のほうの不幸が重なってしまったんで、当初の予定より早めにちょっとしまわずを得なかったという部分がありま

す。その関係で、12月10日から２月の頭までということになりました。話合いとしては、もともとは１月１か月ぐ

らいは、多少その代休のいろんな消化の関係で休まざるを得ないというところだったものが早まったというのが実

情でございます。 
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〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 理由に関しては、御家族の御不幸というのは、本当にこれは致し方ないことだと思います。

ただ、おそば屋さんというのは年末のね、書き入れどきというか、年越しそばでこれ非常に全体の中通しても、そ

ばの需要というか、がすごく多くなる時期だと思うんですよね。それで、コロナ禍であっても、例えばテークアウ

ト的なものであれば、非常に商品としても活躍できる部分だから、その辺非常にやっぱり期待している部分も多か

ったと思うんですよ。御不幸の関係で、また戻ってきても２週間例えばお休みしなくちゃいけないという中でも、

やはり年末には間に合わなかったんでしょうかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 村越委員と気持ちは全く一緒なんですけど、今小林さんという方が店主イコールそば打ち職

人そのものをやっている関係があって、どうしても今の実情では、そこが今回できないというところでございます。

ですから、この不幸がなければ当初は年末まで営業する予定だったんですけども、そんな長くなったということで

すので、おっしゃっていることは非常に私ども同じ気持ちなんですけども、実態として今それを事情が許さないと

いうことで御理解いただきたいと思います。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 茶屋に関しては、例年１月から３月、冬期間休業という形で、冬の雪の関係もあったり、お

客さんが少なくなったりとか、そんな感じで１月から３月というのは何となくお休みかなというふうに承知してい

たので、逆に言えば２月からね、オープンするという意味では、前向きというか、いい傾向なのかなというふうに

思いましたが、やっぱり先ほどの12月に休むというのは、非常に大きい痛手になるんじゃないか、全体通しても売

上げ減につながってしまう部分が非常にこれはもったいないなというふうに一つ思ったのと、あと協力隊の関係な

ので、ちょっと所管が違うから答えづらい部分もおありと思いますけれども、代休がたまっていてというようなお

話だったんですが、これ１月いっぱい休むほどの代休がやはりどんな感じでそんなにたまっていたんですかね。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 一応今の週休の取り方からすると、勤務形態がそれ以上の勤務をしている部分があってたま

っていったという部分があるんだそうです。今、月火水はお休みしておりますけども、実質前の日からそば打ちを

している部分があったりとかしておりますし、実際店を開ける日については、朝６時ぐらいから実際にそば打ちを

始めたりしている部分があって、そういった部分で、勤務時間のその週の時間から換算していくと、どうしてもた

まっている部分が出てきてしまって、それをまとめて取らざるを得ないという部分があったということです。 

   それから１月については、多少付け足しになるんですけども、長沢地区のそば今担い手として打っておりますけ

ども、もう一度きちっと打てるように少し修業といいますか、学び直しをする時間も少し欲しいというのがありま

して、それも含めて２月の４日の再開ということにしているところがございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） 私も何回かそば屋さんに食べに行くとですね、地元の方からは食べてしっかりと批判してく

んないというふうなお声もいただいたりですね、ともかくやっぱりあそこで長沢茶屋の、ここまでの伸ばしても切

れないというああいうそばの味というのは、本当に地元の人がずっとこう守ってきたものであって、当然それを継

続できなくなっちゃったので、今こういう経緯になっているのは致し方ない部分が非常にあるかと思うんですが、

やはり今の協力隊に期待する部分は非常に大きいと思うので、その部分しっかりやっていただきたいのと、それか

ら一応曲がりなりにも市の会計年度任用職員という立場で、勤務形態ですね、やられている中で、これまでコロナ

禍ということもあって、月火水の週休３日でお休みしているんですよね。そばというのは、何日も前から打ってお
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くものじゃなくて、やはり打ち立てというふうな言葉もあるので、そんなに３日間をかけて仕込みをしたりとかと

いう、何となく私あまりしっくりこない部分もあったりするんですよ。そういったお休みの使い方というんですか

ね、逆にそばができないんであれば、じゃ協力隊として何か補完できることもあるんじゃないかとか、そんなふう

に一般の方思われるんじゃないかなと思うんですが、その辺どんなふうにお考えになっていますか。 

〇委員長（阿部幸夫） 農林課長。 

〇農林課長（吉越哲也） 実際にそういったところもあると思っています。ただ、お店の運営自体がですね、今店主イ

コールそば打ち職人におりますけれども、実際にはそれ以外の地域の方のお手伝いといいますか、パートさんみた

いな方もあって、店を運営できているんですけども、去年の段階から止まってきた１つが地域の中に店をお手伝い

する方もいなくなってきたということがあって、こういった状態を引き起こしてきたところもあったりします。そ

ういった点では、今年は核になる方は確保できたんですけども、やはりそれ以外のパートさんといいますか、店を

一緒に運営していただける方の雇用形態も含めて、現在ではこういった状況の日数しか経営ができないというのが

あって、それであれば仕方ないということでやってきている部分があります。ただ、地域のこし協力隊員は通年雇

用しておりますので、当然店舗は通年で開けていくという方向は、当初から約束してあったものですから、２月と

いえども開けましょうという話をしておりますし、その間にまた体制を少しずつ整えていって、可能であれば少し

ずつ日数を増やしていければと思っておりますが、現状としてはそういった諸事情の中で、今の日数になっている

ということでございます。 

〇委員長（阿部幸夫） 村越委員。 

〇村越委員（村越洋一） この休みも利用してですね、新たに修業し直して、本当に春山菜のシーズンにはおいしいそ

ば、今までもおいしかったんですが、さらに長沢の方たちがね、認めて、今まで長沢のそばはおいしいといって購

入していただく方の舌もうならせるような、そんなそばを打っていただきたいなというふうに思います。 

   それとあと簡水の1500万の減というのは、これは長沢茶屋の水を使わなくなったせいじゃないかなと私思ってい

ますので、やっぱりどんどん打ってですね、水も使って、そばも打って、それで市の助けになってもらえばなとい

うふうに思いますんで、ぜひともよろしくお願いしたい。 

   私以上です。 

〇委員長（阿部幸夫） それでは、そのほかの委員の皆さん、どうですか。よろしいですか。 

                   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 以上で、それでは所管事務調査について全て終了いたしました。 

   所管事務調査の報告につきましては、調査結果報告書を議長に提出いたします。その後本会議最終日に諸般の報

告として報告書の写しが配付されることになっております。 

   なお、報告書については、正副委員長に御一任いただきたいと思いますので、了承願います。 

   これにて所管事務調査を終わります。ありがとうございました。 

   暫時ちょっと休憩します。 

休憩  午後 １時５６分 

再開  午後 １時５７分 

〇委員長（阿部幸夫） 休憩を解いて会議を始めさせていただきます。 

                                                     

  閉会中の所管事務調査について 

〇委員長（阿部幸夫） 次に、閉会中の所管事務調査についてを議題といたします。 
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   閉会中の所管事務調査につきましては、委員、執行部側のいずれからも申出はありませんでした。 

   お諮りいたします。閉会中の所管事務調査については、申出がないということで御異議ありませんか。 

                   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（阿部幸夫） 御異議なしと認めます。 

   よって、閉会中の所管事務調査については、申出しないことに決定されました。 

                                                     

〇委員長（阿部幸夫） 以上で本日予定しておりました日程が全て終了しました。 

   これをもちまして産業経済委員会を散会します。どうも御苦労さまでした。 

散会  午後 １時５８分 


